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 この 1 年間でも、4 月 25 日 ネパールの首都カトマンズ北西 77km 付近で地
震（Mw7.8 と推定）が発生し死者 8 千人を超える犠牲を出し、各地で大きな被
害が発生しました。推定される地震動は、5 強になりますが、比較的長周期の地
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震の揺れが長時間継続した可能性も指摘されています。5 月 29 日、新岳で爆発
的噴火。噴煙高さ 9,000m 以上。火砕流が海岸まで到達、噴火警戒レベル 5 にな
























































  平成 24 年（2012 年）4 月 研究所設置（7 部門 36 分野） 
       災 害リスク 研究部 門（7 分野） 
       人間・社会対応研究部門（7 分野） 
       地域・都市再生研究部門（5 分野） 
       災 害 理 学 研 究 部 門（7 分野） 
       災 害 医 学 研 究 部 門（7 分野） 
       情報管理・社会連携部門（3 分野） 
       寄 附 研 究 部 門（1 部門） 










































































１．ウェブページを通じた、災害時の緊急特設ページ開設による発信（平成 27 年度は災害速報 47 件を掲載）、
本研究所の全教員のアクティビティ（学会発表、受賞、取材、災害現地調査報告等）の発信を行った（平成
27 年度はトピックス 228 件、報道 333 件を掲載）。 
２．本研究所の設立理念やミッションを広く伝えるためのパンフレット配布、東日本大震災への復興の貢献や
教員の取り組み・研究成果を広く発信するためのニューズレター:IRIDeS Quarterly（日本語版年 4 回、英語版




レーニングを開催した（1 回）。記者会見・レクチャーは５件、プレスリリースは 24 件であった。 
４．平成 26 年度秋の災害研新棟の完成を受け、平成 27 年度は国内外からの訪問・見学者（国内外の研究者、
教育機関（小中高校生）、自治体関係者、企業など）が増加し、広報室対応分のみで 51 件を数えた。そこで平
成 28 年 2 月からは、新棟 2 階に展示スペースを設けるとともに、日本語・英語による一般向け見学会および





































大臣賞を授与されるなど、社会から高く評価された。平成 27 年度中の成果として、492 編の学術論文、著書
32 編、総説・解説論文 79 編、学会における基調講演・招待講演 92 件、通常講演 445 件を行った（表 1、p.12）。































 被災地調査・研究・提言の一環として、フィリピン台風ハイエン高潮災害（2013 年 11 月発生）では、発災
後から現在までの防災意識・避難対策の変化、居住地移転・住宅復興過程の調査・研究や防災教育の実践を継

















































































てきた結果、本研究所のプレゼンスが向上し、計 26 名の教員が地方自治体の重要な委員会での活動を 102 件
8
行っている。さらに仙台市地域防災リーダー（SBL）の人材養成と地域防災力の高度化に深く関わり、仙台市





仙台市に協力して第 3 回国連防災世界会議の誘致、準備、実現に大きく貢献し、仙台防災枠組（Sendai Framework 
for Disaster Risk Reduction）の採択につながった。平成 27 年度はこうした経緯を踏まえ、災害科学国際研究拠
点としての活動に取り組んできた。 
まず、国連防災世界会議の成果を引き継ぎ、被災地からの防災・減災発信を強化し、震災教訓の集約や啓発









するための取り組みも進めてきた。平成 27年 10月にダボスで開催された「One Health Summit」では、「One Health 
and the Sendai Framework for Disaster Risk Reduction」と題して全体セッションを実施し、同会議を主催するグロ










１）平成 27 年度活動の総括 
本研究所は歴史的・世界的な東日本大震災を経験した東北大学における新たな学際的研究組織として、平成
24 年 4 月に設置された。当初の 3 年間の組織体制づくりと新研究所棟の整備の結果、設立のミッションであ
る災害科学の深化と実践的防災学の構築を一丸となって進めることができる状況が整った。さらに平成 27 年























災未来フォーラム」、国連防災世界会議 1 周年を記念した仙台市主催「仙台防災未来フォーラム 2016」におけ
るスペシャルセッションの開催を共同で取り組んだ。 













24 年度の設立以降 4 年間の研究成果の推移をみると、学術論文（403 編→579 編→507 編→492 編）、著書（単
著、共著、分担執筆含む）（37 冊→54 冊→54 冊→32 冊）、総説解説（65 編→79 編→63 編→79 編）、学会にお
ける招待講演（146 件→132 件→150 件→92 件）、受賞（16 件→16 件→28 件→18 件）、特許（1 件→4 件→5 件









 本研究所では理学、工学、医学、社会科学、人文学にわたる 7 部門（災害リスク研究部門、人間・社会対応
研究部門、地域・都市再生研究部門、災害理学研究部門、災害医学研究部門、情報管理・社会連携研究部門、
寄付研究部門）37 分野に定員内の専任教員と寄付講座教員を配置するとともに、文部科学省から 10 年間の予
定で措置された特別研究経費を活用して若手の研究者を雇用して研究体制を構築してきた。当初から期間半ば
10
の 5 年経過時点の予算規模の変更を想定していたが、国立大学法人移行後の 6 年ごとの中期目標・中期計画の









平成 28 年度からの特別研究経費教員の配置転換を出発点として、徐々に新体制への移行を図ることとした。 




に対して、平成 27 年 11 月に執行部会議メンバーを中心とする再任選考委員会を結成して評価方法を議論し、
平成 28 年 1 月に提出された申請書類に対する選考委員会メンバーの多面的な評価点に基づき、客観的な集計
























表１ 災害科学国際研究所の研究成果（平成 27 年度）の概要 
 
学術論文 492 編 
単著・筆頭 133 
共著 359 




総説・解説 79 編 
学会発表 537 件 
 単独・筆頭 293 
 共同 244 
 うち基調講演・招待講演・特別講演 92 
特許 7 件 
受賞 18 件 
科研費（代表） 44 件 
その他の競争的資金（代表） 40 件 
  
学術会議等の主催・共催・運営 99 件 
 シンポジウム 25 
 講演会・セミナー 26 
 研究会・ワークショップ 41 
 その他 7 
セミナー・講演等の主催・共催・運営 128 件 
 シンポジウム 28 
 講演会・セミナー 49 
 研究会・ワークショップ 18 
 その他 33 
講演・講義等 329 件 
 公開講座・講演会・セミナー 281 
 展示会 2 
 ボランティア・その他 46 
 うち基調講演・招待講演・特別講演・指定パネリスト 16 
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表２ 平成 27 年度 研究成果への受賞リスト（18 件） 
（受賞者名は研究所所属教員のみ記載） 
受 賞 名 ＜授 与 機 関 名＞ 受 賞 者 名 授 与 日 





2015 年日本建築学会教育賞(教育貢献)＜日本建築学会＞ 鈴木裕介（グループ） 2015/5 
第 14 回インテリジェント・コスモス奨励賞 
＜公益財団法人インテリジェント・コスモス学術振興財団＞
有働恵子（個人） 2015/5/18 
2015 年日本建築学会著作賞＜日本建築学会＞ 五十子幸樹（グループ） 2015/5/29 
平成 27 年度「測量の日」における功労者感謝状 
＜国土地理院＞ 
今村文彦（個人） 2015/6/7 
優秀ポスター賞＜東北大学研究所所長会議＞ 王欣（個人） 2015/7 
第 34 回日本自然災害学会学術講演会 学術優秀発表賞 
＜日本自然災害学会＞ 
佐藤翔輔（個人） 2015/9/24 
日本災害情報学会第 16 回学会大会・河田賞 
＜日本災害情報学会＞ 
佐藤翔輔（個人） 2015/10/24 
Excellent Presentation Award＜日本地震工学会＞ 王欣（グループ） 2015/11 


























高知出版学術賞＜高知市文化振興事業団＞ 川島秀一（個人） 2016/3/29 















平成 28 年 3 月 31 日現在 
災害リスク研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
地域地震災害研究分野 教 授 源栄 正人 
准 教 授 大野 晋 
助 教 王 欣 
技 術 補 佐 員 松浦 いく子 
研 究 支 援 者 楊 尹誠 
研 究 支 援 者 牟田 成子 
津波工学研究分野 教 授 今村 文彦 
准 教 授 SUPPASRI, Anawat 
助 手 保田 真理 
産 学 官 連携 研 究 員 LATCHAROTE, Panon 
技 術 補 佐 員 佐藤 雅美 
技 術 補 佐 員 芳賀 弥生 
技 術 補 佐 員 守屋 香菜 
災害ポテンシャル研究分野 准 教 授 有働 恵子 
助 教 呉 修一 
特 別 教 育研 究 教 員 武田 百合子 
技 術 補 佐 員 近松 誠 
研 究 支 援 者 黒木 素子 
研 究 支 援 者 金沢 明子 
広域被害把握研究分野 教 授 越村 俊一 
教 授 佐藤 源之（兼務） 
助 教 MAS, Erick 
産 学 官 連携 研 究 員 阿部 孝志 
技 術 補 佐 員 豊田 和可子 
事 務 補 佐 員 萩生田 彩夏 
最適減災技術研究分野 教 授 五十子 幸樹 
助 教 鈴木 裕介 
技 術 補 佐 員 石野 友恵 
低頻度リスク評価研究分野 准 教 授 後藤 和久 
研 究 支 援 者 本間 紫織 
国際災害リスク研究分野 准 教 授 BRICKER, Jeremy David 
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助 教 ROEBER, Volker 
技 術 補 佐 員 齋藤 緑 
 
人間・社会対応研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
災害情報認知研究分野 教 授 邑本 俊亮 
准 教 授 杉浦 元亮（兼務） 
助 教 野内 類（兼務） 
特 別 教 育研 究 教 員 行場 絵里奈 
被災地支援研究分野 教 授 奥村 誠 
助 教 DAS, Rubel 
技 術 補 佐 員 平山 塔子 
歴史資料保存研究分野 准 教 授 佐藤 大介 
助 教 天野 真志 
特 別 教 育研 究 教 員 安田 容子 
防災社会システム研究分野 教 授 丸谷 浩明 
教 授 増田 聡（兼務） 
教 授 吉田 浩（兼務） 
助 教 寅屋敷 哲也 
技 術 補 佐 員 備前 立佳 
技 術 補 佐 員 五十嵐 綾子 
防災法制度研究分野 教 授 島田 明夫（兼務） 
災害文化研究分野 教 授 川島 秀一 
准 教 授 蝦名 裕一 
技 術 補 佐 員 卯花 政孝 
技 術 補 佐 員 鈴木 修 
技 術 補 佐 員 熊谷 成一 
防災社会国際比較研究分野 准 教 授 井内 加奈子 
助 教 MALY, Elizabeth Ann 
技 術 補 佐 員 今野 由美 
 
地域・都市再生研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
都市再生計画技術分野 
 
教 授 岩田 司 
准 教 授 姥浦 道生（兼務） 
助 教 花岡 和聖 
技 術 補 佐 員 阿部 雅子 
除染科学研究分野 教 授 石井 慶造（兼務） 
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教 授 高橋 信（兼務） 
地域安全工学研究分野 教 授 寺田 賢二郎 
准 教 授 森口 周二 
技 術 補 佐 員 芳賀 麻由美 
災害対応ロボティクス研究分野 教 授 田所 諭（兼務） 
助 教 永野 光 
国際防災戦略研究分野 教 授 村尾 修 
助 教 YI, Carine Joungyeon 
技 術 補 佐 員 及川 由佳 
研 究 支 援 者 坂場 寛子 
 
災害理学研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
海底地殻変動研究分野 
 
教 授 木戸 元之 
教 授 日野 亮太（兼） 
助 教 川田 佳史 
助 教 本荘 千枝 
地震ハザード研究分野 教 授 趙 大鵬（兼務） 
准 教 授 岡田 知己（兼務） 
助 教 内田 直希（兼務） 
火山ハザード研究分野 教 授 三浦 哲（兼務） 
准 教 授 山本 希（兼務） 
助 教 市來 雅啓（兼務） 
地盤災害研究分野 教 授 今泉 俊文（兼務） 
准 教 授 中村 教博（兼務） 
助 教 岡田 真介 
気象・海洋災害研究分野 教 授 岩崎 俊樹（兼務） 
教 授 須賀 利夫（兼務） 
准 教 授 山崎 剛（兼務） 
宙空災害研究分野 教 授 小原 隆博（兼務） 
准 教 授 三澤 浩昭（兼務） 
助 教 土屋 史紀（兼務） 
国際巨大災害研究分野 教 授 遠田 晋次 
助 教 丹羽 雄一 
助 教 石村 大輔 
技 術 補 佐 員 國分 園子 
研 究 支 援 者 牟田 成子 
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災害医学研究部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
災害医療国際協力学分野 教 授 江川 新一 
助 教 佐々木 宏之 
技 術 補 佐 員 寺川 ひろえ 
災害感染症学分野 准 教 授 芦野 有悟（兼務） 
助 教 浩 日勒 
産 学 官 連携 研 究 員 趙 景格 
産 学 官 連携 研 究 員 白鳥 ベアタ 
災害放射線医学分野 教 授 千田 浩一 
教 授 細井 義夫（兼務） 
助 手 稲葉 洋平 
技 術 補 佐 員 鹿野 美紀 
災害精神医学分野 教 授 富田 博秋 
助 教 兪 志前 
助 教 笠原 好之 
技 術 補 佐 員 相澤 春佳 
研 究 支 援 者 根本 晴美 
研 究 支 援 者 小野 千晶 
研 究 支 援 者 菊地 淑恵 
研 究 支 援 者 中川 高 
災害産婦人科学分野 教 授 伊藤 潔 
講 師 三木 康宏 
助 教 齋藤 昌利（兼務） 
技 能 補 佐 員 珠蘭 其其格 
技 能 補 佐 員 笛 未崎 
災害公衆衛生学分野 教 授 栗山 進一 
技 術 補 佐 員 佐々木 佳奈 
厚 生 科 研費 研 究 員 松原 博子 
災害医療情報学分野 教 授 中山 雅晴 
技 術 補 佐 員 小林 幸恵 
技 術 補 佐 員 井上 則雄 
災害口腔科学分野 教 授 小坂 健（兼務） 
准 教 授 鈴木 敏彦（兼務） 
   
情報管理・社会連携部門 
分 野 名 職 名 氏    名 
災害アーカイブ研究分野 教 授 今村 文彦（兼務） 
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准 教 授 柴山 明寛 
助 教 佐藤 翔輔 
助 教 BORET, Sebastien 
技 術 補 佐 員 小野 円 
技 術 補 佐 員 佐々木 加代子 
技 術 補 佐 員 網田 早苗 
技 術 補 佐 員 後藤 さつき 
技 術 補 佐 員 早坂 真紀 
技 術 補 佐 員 小笠原 久美子 
研 究 支 援 者 土屋 美津子 
災害復興実践学分野 教 授 佐藤 健 
教 授 小野田 泰明（兼務） 
准 教 授 平野 勝也 
准 教 授 桜井 愛子 
准 教 授 本江 正茂（兼務） 
助 手 小林 徹平 
技 術 補 佐 員 及川 由佳 
研 究 支 援 者 笹木 和紀 
社会連携オフィス 教 授 小野 裕一 
特 任 准 教 授 泉 貴子 
助 教 池田 菜穂 
技 術 補 佐 員 山口 章子 
技 術 補 佐 員 瀬戸 康子 
技 術 補 佐 員 佐藤 結子 
技 術 補 佐 員 佐野 緑 
技 術 補 佐 員 山田 亜紀子 
技 術 補 佐 員 佐藤 由瑞美 
技 術 補 佐 員 谷 容子 
技 術 補 佐 員 菊地 由里子 
広報室 特 任 助 教 中鉢 奈津子 
技 術 補 佐 員 鈴木 通江 
 
寄附研究部門 




教 授 今村 文彦（兼務） 
助 教 山下 啓 
助 手 安倍 祥 
寄 附 研 究部 門 教 員 林 晃大 
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助 手 保田 真理（兼務） 
   
リーディング大学院   
 職 名 氏    名 
グローバル安全学トップリーダ
ー育成プログラム 
准 教 授 松本 行真 
講 師 久利 美和 
助 教 杉安 和也 
助 教 地引 泰人 
 
事務部 
係 名 職 名 氏    名 
事 務 長 阿部 昭 
総務係 係 長 丸山 裕 
主 任 吉田 勇太 
事 務 補 佐 員 此原 奈緒 
事 務 補 佐 員 岡 亨 
事 務 補 佐 員 千葉 智子 
事 務 補 佐 員 伊藤 智栄子 
経理係 係 長 岡 裕一郎 
事 務 補 佐 員 木村 瑞希 
事 務 補 佐 員 玉手 理絵 
用度係 用 度 係 長 鈴木 祐利 
主 任 佐藤 恭子 
事 務 補 佐 員 郷古 昌代 
事 務 補 佐 員 竹林 茉由 
 専 門 職 員 滝沢 光拓 
事 務 補 佐 員 千葉 直子 
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B 専任教員における外国人教員比率（平成 28 年 3 月 31 日現在） 
 
  教員数 外国人教員数 
教員数における外国人
教員の割合 
教授 21 0 0.0% 
准教授 14 2 14.3% 
講師 2 0 0.0% 
助教 27 9 33.3% 
助手 4 0 0.0% 





C 専任教員における女性教員比率（平成 28 年 3 月 31 日現在） 
  教員数 男 女 
教員数における女性教
員の割合 
教授 21 21 0 0.0% 
准教授 14 10 4 28.6% 
講師 2 1 1 50.0% 
助教 27 21 6 22.2% 
助手 4 3 1 25.0% 






























委  員  会  名 所  掌  内  容 
安 全 衛 生 委 員 会 職員の危険防止及び健康障害防止のための基本対策等 
予 算 委 員 会 研究所予算関係 
研 究 企 画 委 員 会 研究企画, 国際連携, 社会連携,  
倫 理 委 員 会 研究倫理等 
研 究 倫 理 推 進 委 員 会 研究倫理教育、教員研修関係 
教 務 委 員 会 研究科･学部との教育関係, 災害研入居学生等の管理等 
施 設 ･ 環 境 委 員 会 建物, 環境関係 
ハ ラ ス メ ン ト 防 止 対 策 委 員 会 ハラスメント関係 
総 務 委 員 会 研究所総務関係 
広 報 ・ 出 版 ･ 図 書 委 員 会 広報，出版物の企画・編集, 図書，ネットワーク 




会 議 名 構   成   員 審  議  事  項 
教 授 会 専任教授 人事・予算 
拡 大 教 授 会 専任の教授・准教授 研究所に関する情報伝達と情報交換 










  所 長     今村 文彦 教授 
  副所長      奥村  誠 教授 
  (研究戦略担当) 
  評議員      丸谷 浩明 教授 
  所長補佐      村尾  修 教授 
  (総務・財務担当) 
  所長補佐      伊藤  潔 教授 
  (広報・情報担当、広報室長) 
  所長補佐              小野 裕一 教授 
  (国内・国際連携担当)  
部門長 
   災害リスク研究部門  越村 俊一 教授 
   人間・社会対応研究部門  丸谷 浩明 教授 
   地域・都市再生研究部門  寺田賢二郎 教授 
   災害理学研究部門   遠田 晋次 教授 
   災害医学研究部門   江川 新一 教授 




（１）安全衛生委員会委員長         今村 文彦 教授（所長） 
（２）予算委員会委員長           今村 文彦 教授（所長） 
（３）研究企画委員会委員長     奥村  誠 教授（副所長 研究戦略担当） 
（４）研究倫理推進委員会委員長    奥村  誠 教授（副所長 研究戦略担当） 
（５）教務委員会委員長     村尾  修 教授（所長補佐（総務・財務担当）） 
（６）施設・環境委員会委員長     村尾  修 教授（  〃  ） 
（７）ハラスメント防止対策委員会委員長   村尾  修 教授（  〃  ） 
（８）総務委員会委員長           村尾  修 教授（  〃  ） 
（９）広報・出版・図書委員会委員長    伊藤  潔 教授（所長補佐（広報・情報担当）） 
（10）国内・国際連携委員会委員長      小野 裕一 教授（所長補佐（国内・国際連携担当）） 
（11）倫理委員会委員長           富田 博秋 教授 
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３．平成 27 年度委員会名簿（WG メンバー）  
                 
委員会 委員長・ 
副委員長 































































































情報発信 WG ★兪志前，柴山明寛，Roeber Volker，
Yi Carine Joungyeon，Boret Sebastien，
Maly Elizabeth Ann，Rubel Das，中鉢
奈津子，広報室職員 



























































画 WG  
★丸谷，佐藤（健），平野，佐藤（翔），




































































A 平成２７年度 災害科学国際研究所歳出決算 
（単位：百万円） 

























運営費交付金 14,988 66 227
運営費交付金（特別） 155,729 66 2,360
受託研究費等 315,963 66 4,787 受託研究費、共同研究費、受託事業費、その他補助金を含む
科学研究費補助金 119,454 66 1,810 文科省科研費、厚労省科研費を含む

































































4,500,000 1,350,000 5,850,000 災害リスク研究部門 最適減災技術研究分野 教授 五 十 子 幸 樹 H27 ～ H29




































1,400,000 420,000 1,820,000 人間・社会対応研究部門 歴史資料保存研究分野 助教 天 野 真 志 H27 ～ H29
26 15K06224 基盤研究(C)
Boussinesq-type Modeling of Destructive
Surf Beat over a Fringing Reef during
Typhoon Haiyan



























































































1,100,000 330,000 1,430,000 人間・社会対応研究部門 防災社会システム研究分野 助教 寅 屋 敷 哲 也 H27 ～ H28






























1,100,000 0 1,100,000 災害科学国際研究所 外国人特別研究員












区　分 研究課題名称 研究代表者 直接経費 間接経費 合計 備　　考
構造物への作用波力評価手法の整備 平成27年4月30日 ～ 平成28年3月31日 越 村 俊 一 23,128 671 23,799
津波堆積物データベースの高度化 平成27年4月30日 ～ 平成28年3月18日 後 藤 和 久 24,449 2,048 26,497
大規模・高分解能数値シミュレーションの連携とデータ同化による
革新的地震・津波減災ビッグデータ解析基盤の創出




平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日 今 村 文 彦 16,204 1,620 17,824
南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト 平成27年4月9日 ～ 平成28年3月31日 今 村 文 彦 11,436 1,144 12,580
コロンビアにおける地震・津波・火山災害の軽減技術に関する研究
開発
平成27年4月1日 ～ 平成29年3月31日 越 村 俊 一 3,375 1,013 4,388
ミャンマーの災害対応力強化システムと産学官連携プラットフォー
ムの構築
平成27年4月10日 ～ 平成29年3月31日 村 尾 修 690 207 897
コミュニティがつなぐ安全・安心な都市・地域の創造 平成27年4月1日 ～ 平成28年9月30日 佐 藤 翔 輔 1,310 393 1,703
「災害遺構」の収集及び活用に関する調査研究業務 平成27年8月20日 ～ 平成28年3月31日 丸 谷 浩 明 4,994 500 5,494
レジリエントな防災・減災機能の強化 平成26年9月22日 ～ 平成29年3月31日 木 戸 元 之 14,200 2,130 16,330
糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的な調査観測（追加調査） 平成27年8月17日 ～ 平成28年3月31日 遠 田 晋 次 59,891 5,989 65,880
リアルタイム津波予測システムとＬアラートの連携による「津波Lア
ラート」の構築と災害対応の高度化実証事業
平成27年7月30日 ～ 平成27年12月25日 越 村 俊 一 31,790 3,179 34,969
地域内の連携・交流・学びを通した震災学習の協働事業体制づくり 平成27年9月1日 ～ 平成28年3月10日 佐 藤 翔 輔 2,582 0 2,582
日本海沿岸の歴史津波記録の調査 平成27年9月16日 ～ 平成28年3月31日 今 村 文 彦 8,575 425 9,000
効果的・持続的な災害伝承を目的にした拠点構築手法のモデル化と
実践的研究
平成27年10月1日 ～ 平成30年9月30日 佐 藤 翔 輔 2,484 276 2,760
大規模災害に対する都市レジリエンスの向上：災害管理と社会経済
分析のためのダイナミック統合モデルの開発
平成27年12月1日 ～ 平成29年3月31日 マス エリック 550 165 715
石巻市応急仮設住宅等早期解消・生活再建基本設計 平成28年1月4日 ～ 平成28年3月31日 花 岡 和 聖 350 150 500
気候変動に伴う福島県の温暖化影響評価 平成27年6月29日 ～ 平成28年3月11日 有 働 恵 子 1,080 324 1,404




平成26年10月2日 ～ 平成28年3月31日 寺田賢二郎 7,992 1,198 9,190
多剤耐性結核の分子疫学的解析、診断・治療法の開発に関する研究 平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日 服 部 俊 夫 17,130 1,610 18,740
全県型医療情報連携ネットワークを用いた農村・離島住民の健康管
理サポートの実践
平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日 中 山 雅 晴 6,231 1,569 7,800
子宮頸がん診断における細胞診とHPV検査併用の有効性の関する研究 平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日 伊 藤 潔 1,000 300 1,300
270,141 31,721 301,862
人獣共通感染症リサーチセンターにおける共同研究の推進 平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日
江 川 新 一
（服部俊夫)
12,800 0 12,800
地形モデル化手法が及ぼす津波挙動への影響の分析 平成27年4月1日 ～ 平成27年3月31日 今 村 文 彦 860 122 982
国連防災世界会議のパブリックフォーラム及び防災復興に関する展示 平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日 小 野 裕 一 360 72 432
歴史資料に基づく歴史津波痕跡に関する研究 平成27年4月1日 ～ 平成29年3月31日 蝦 名 裕 一 2,450 245 2,695
海底地殻変動観測技術の高度化に関する研究 平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日 木 戸 元 之 0 0 0 研究費を伴わない契約
心電図波形のQRコード化と適用性評価の研究 平成27年6月1日 ～ 平成29年5月31日 中 山 雅 晴 455 45 500
リアルタイム津波災害予測技術の研究開発 平成26年7月1日 ～ 平成28年3月31日 今 村 文 彦 1,785 215 2,000 研究費を伴わない契約
デング熱ウィルス検査キットの実証研究 平成27年6月1日 ～ 平成28年3月31日
江 川 新 一
（服部俊夫)
3,636 364 4,000















豪雨と地震に関する防災技術の分野融合型セミナー 平成27年4月1日 ～ 平成28年3月31日 森 口 周 二 1,080 0 1,080









平成27年10月1日 ～ 平成28年3月31日 小 林 徹 平 540 0 540
移動系再生エネルギーを軸としたレジリエンス社会構築の為の社会
実装実験
平成27年10月1日 ～ 平成30年10月31日 今 村 文 彦 220 0 220
（仮称）二子地区復興公営住宅基本計画及び
二子地区住民説明運営業務支援
平成27年11月1日 ～ 平成28年3月31日 小 林 徹 平 1,404 0 1,404





外国人特別研究員（欧米短期） 平成28年2月8日 ～ 平成28年6月7日 遠 田 晋 次 324 0 324
「防災×EV」：国連防災世界会議での㈱日産自動車の映像監修 平成27年4月1日 ～ 平成27年10月31日 今 村 文 彦 194 22 216
岩手県大槌町の東日本大震災記録情報アーカイブ調査における監修 平成27年5月20日 ～ 平成27年9月30日 柴 山 明 寛 292 32 324
岩手県復興局　平成27年度震災津波関連資料収集・活用等推進事業
収集整理保存ガイドライン策定支援業務推進における学術指導
平成27年8月5日 ～ 平成28年7月31日 柴 山 明 寛 1,458 162 1,620
みんなの防災手帳 平成26年11月28日 ～ 平成32年11月27日 今 村 文 彦 3,631 403 4,034
健康情報誌『メディPR』(季刊誌)に関する監修 平成28年3月1日 ～ 平成29年12月31日 江 川 新 一 18 2 20
岩手県陸前高田市の東日本大震災記録情報アーカイブ基礎調査補完
業務における監修
平成28年3月28日 ～ 平成28年9月28日 柴 山 明 寛 292 32 324
15,918 1,107 17,025







                　合　　　　　計
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No. 助成金名称 寄付者名 受入教員 備　考
















































































19 三菱財団助成金 佐藤　翔輔 佐藤　翔輔






















































































































                                 
 
災害リスク研究部門 分野活動報告 
































(1)産学による数値解析モデルの開発 文部科学省が推進する HPCI 戦略プログラム分野 3「防災・減災に資する地球変
動予測」において，スーパーコンピュータ「京」に置いて，現地スケールでの津波による土砂移動計算手法や漂流物も考
慮に入れた複合モデル解析手法を開発し，多くのシンポジウムなどで発表し，国内外のメディアで紹介された．また，グ




である減災プロジェクト「結」を開始し，宮城県内及び福島県での小学 5 年生全員へ減災ポケットの配布と宮城県内 19
校、福島県内 7 校を訪問し、合計 1,537 名への出前授業を実施した．また，シャチハタ（株）と共同開発した減災スタンプ
ラリーも組み合わせた授業を展開し，3 月 12 日および 13 日で開催した防災フォーラムなどで活動を紹介した． (4)その
他 日産自動車株式会社とオートモーティブエナジーサプライ株式会社（以下，AESC）との共同で「EV（e-NV200）およ

































































用に関しては，日本が世界をリードしている．既往の tuned mass damper（TMD）の質量要素をこの見掛け質量
要素に置き換えることで，TMD に類する効果を，付加錘重量の負担増なく実現できる．この装置を当研究分野




部に更に付加的な減衰を付与する必要があることを明らかにした．その成果は，Journal of Earthquake and Tsunami 
に投稿し，2016 年４月 1 日付けで Online Journal に掲載されている． 
 その他の活動としては，耐震工学日米共同研究の枠組みの中で，９月に兵庫県三木市の E-Defense で開催さ
れた日米共同研究企画会議に Protective systems session convener として参加した．また，同 session の米国側研究















































































                                 
人間・社会対応研究部門 分野活動報告 















の効果の検証を日本の小学生約 300 人とタイの小学生約 200 人を対象に行った。スタンプラリーを用いた災害










































１、2015 年 9 月関東・東北豪雨で被災した記録資料の救済・保全 
 2015 年 9 月 11 日から 12 日にかけての豪雨で発生した、茨城県常総市での個人所蔵の記録資料、２件分・約
800 点の水損について、茨城大学・茨城史料ネットからの救援要請に応じ、9 月 18 日には天野助教が即座に駆
けつけ被災地より保管室に搬入、所長裁量経費などを用いて真空凍結乾燥機による乾燥処置を実施した。また、


























の依頼を受けて、地方公共団体の BCP の策定支援講座の講師も担当した。 
2) 震災復興研究センターとの連携： 経済学研究科に設置されている同センターでは、2015 年度は研究会を 7
回、シンポジウムを 1 回主催、2 回共催するとともに、企業や地域住民に対するアンケート調査を実施する
など活発に活動している。本研究分野からもプロジェクトに参画し、成果発表や研究書刊行等で連携してい
る。 
3) 東北大学本部の BCP の策定支援： 大学本部の BCP（防災・業務継続計画）の策定を、研究成果を活用し
て支援した。併せて、学内各部局向けの BCP 雛形の作成、本部防災訓練の企画・運営も支援した。 
4) 震災復興の比較研究： 東日本大震災後 5 年を前に、阪神・淡路大震災、新潟県中越地震の復興と比較・検
討するシンポジウムを、神戸大学及び東北復興連合会議（事務局：日本政策投資銀行）と共同主催した。 
5) 政府・地方自治体の防災職員への研修プログラムの開発： 内閣府の関係委員会の委員として研修プログラ
ムの企画に参加し、また、減災対策の研修プログラムのコーディネーター兼講師を 2 回務めた。 
6) 災害統計グローバルセンターの大震災統計情報の発信： UNDP と連携して当研究所に発足した同センター





































































































GIS の開発に着手した。「災害対応ロボティクス研究分野」では、1) ImPACT タフ・ロボティクス・チャレンジ
プログラム、2) 被災原子炉建屋内調査システム、3) 被災下水管炉内点検ロボットシステム、4) 瓦礫内・配管
調査システム、5) 救助犬の情報強化、6) 超小型球殻ヘリによる老朽化インフラの点検、7)災害復旧工事用遠隔
操作システム、8) 国連世界防災会議国際委員会活動、を行った。「国際防災戦略研究分野」では、2004 年イン


















































































 Shanghai Jiao Tong University（11 月）および RWTH Aachen University（12 月）にて国際セミナーを行った． 
 
44







 2015 年度には本分野では次の活動を行った． 


























市の脆弱性評価を行うため、数回の調査を行い、国際会議で発表した。⑥2015 年 3 月に採択された仙台防災枠
組の文書を対象として、定量テキスト分析を行い、それ以前の兵庫防災枠組や横浜防災戦略文書との比較の中
でその特徴を明らかにした。⑦福島県阿武隈川流域における放射性物質に汚染された土壌の流出計算を行い国





Pratt Institute (USA)、Nebraska University (USA)、British Colombia University (Canada)、University of London, 
University College London (UK) などからの研究者を迎え、東日本大震災の被災地調査を支援し、交流を深めた。

















に関しては，平成 26 年長野県北部の地震時に活動した神城断層を調査し，平均活動間隔が 1,000 年を下回るこ















                               
災害理学研究部門 分野活動報告 































2015 年ネパール大地震: The 2015 Nepal earthquake (M 7.8) occurred in a high-velocity zone which coincides with the 
coseismic slip area of the mainshock. The high-velocity zone may reflect a strongly coupled patch (i.e., asperity) in the 
megathrust zone. This result suggests that the nucleation of the Nepal earthquake was controlled by structural 
heterogeneities in the megathrust zone, similar to the 2011 Tohoku-oki earthquake (M 9.0).  [W. Wei & D. Zhao, 2016] 
東北地方火山域の微細構造: Under Onikobe Caldera a low-velocity zone is revealed, which reflects a magma reservoir 
with S-wave reflectors. The molten magma originates from upwelling flows in the mantle wedge. Beneath Mt. Kurikoma, 
aftershock distribution delineates one of the unfavorably oriented fault planes of the main shock, which implies that the 
low-velocity zone around the fault plane is related to the presence of over-pressurized fluids.  [J. Tamura & T. Okada, 
2016] 
繰り返し地震: A quasi-periodic slow-slip behavior is revealed in the Tohoku megathrust zone. The repeat intervals of the 
slow slip range from 1 to 6 years and often coincide with or precede clusters of large (M ≥ 5) earthquakes, suggesting that 
periodic slow-slip events result in periodic stress perturbations and modulate the occurrence time of larger earthquakes. 



















これらの観測・解析により，2015 年 4 月に地震活動活発化を受け火口周辺警報（火口周辺危険）が発表され
た蔵王山では，火山性微動・長周期地震が生じている地下約 3 km 以浅に，火口湖御釜とその東側の噴気地帯を
結ぶ破砕帯状の熱水系が存在していることや，その熱水系周辺において地温上昇に伴う熱消磁が発生している
ことなど火山活動の現状理解に有益な知見を得ることが出来た．また，GNSS データの解析から，御釜のやや
東側の深さ約 5km の位置にわずかなマグマ蓄積を示唆する増圧源を推定した．吾妻山では，2014 年 12 月に気






































9 月 10-12 日に発生した関東・東北豪雨について、科研費（特別研究促進費）「平成 27 年 9 月関東・東北豪雨










合層から海洋内部への海水の年間沈み込み量の 2005 年から 2012 年までの年々変化を明らかにした。冬季に大
気が海洋に与えるインパクトが、その後の季節の海洋表層の状態にどう波及するかを理解するための重要な知
見と言える。この解析過程で得た情報や、気象庁、海上保安庁、水産庁でのデータ利用状況の調査などを踏ま








ナダ、ノルウェー、アラスカで地上 VLF 観測を行なう。 
2015 年度の分野活動報告 
① JAXA の衛星プロジェクトに参加し、宇宙での放射線計測を実施するとともに、衛星観測データから放射線
帯粒子変動に関する新しい知見を見出した(査読論文 1,収録論文 2)。 













し出版した(査読論文 1)                                      
 
 








丘と海岸平野下の沖積層の調査を行った．三陸海岸北部 （八戸～久慈）では，最近 10 万年間の確実な隆起の
証拠（海成層とテフラ）が認められたが，三陸海岸中南部（久慈～鮎川）では，海成段丘 である地質学的証拠
を得ることができず，北部との変動様式の違いが明らかとなった．一方，完新世の地殻変動解明のため，気仙







年間の上下変位速度が 1.2～1.4 mm/yr と推定された．さらに，2014 年地震断層出現区間の２箇所で実施したト
レンチ調査では，完新世後期に複数の断層活動が生じたこととそれらの平均活動間隔が 1,000 年を下回る可能



























福祉情報ネットワーク協議会 MMWIN の活動を推進し、避難所のモバイルアセスメントを推進している。 
                                  
災害医学研究部門 分野活動報告 








くの地方紙で 1 面に掲載された。 




点、課題を抽出し、報告書にまとめた。（IRIDeS Fact-finding and relationship-building mission to Nepal） 
 インドネシア津波による破傷風患者の多数発生に関するレビュー論文を作成し、災害保健医療における教
育の重要性を発信した。(Paskapurnama DN et al. Tohoku Journal of Experimental Medicine 2016, 238, 219-227) 






















ス感染実験を確立し、感染によって OPN 及び Gal-9 の両方の上昇を確認できた。また感染した細胞株での
マトリセルラータンパク質のウイルスの産生に及ぼす影響を in vivo imaging system で解析した。 
② 人獣共通感染症の早期及び鑑別診断法 (POCT)の確立及び応用 
北大、フロリダ大学またはタイの研究らと災害感染症 Melioidosis を特定できる LAMP アッセイを作成し、
現在評価を行った。また東北大学医工学または長崎大学と連携で行っているデングウイルス迅速測定用の
STH-PAS アッセイを共同で開発した。また、レプトスピローシスにおいて抗体検査に加え、遺伝子測定を
加えた方が患者の診断率が上がることを報告した(Diagn Microbiol Infect Dis. 2016;84(4):287-91) (Tohoku J 















研究等：本研究所ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ課題(千田)として｢災害時 X 線撮影ｼｽﾃﾑの開発｣(特許公開：特開 2016-49009)等を行っ
た。研究代表者(千田)として科研費｢基盤 B｣、｢挑戦的萌芽｣を継続して行った。また産業医大や電通大等との共
同研究も含め、研究分担者(千田)として｢基盤 A｣｢基盤 B｣及び２件の｢基盤 C｣等を行った。医療被曝防護関連研
究業績(千田)が SS 業績として選定された。企業との産学共同研究にも積極的に取組んだ。若手ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｸﾞﾗﾝﾄ研
究を行った(稲葉)。以上の成果として当該年度は計 18 編（英文 9、和文 9）の論文が採択された。 
国際交流等：北米放射線学会（RSNA、最大の放射線医学系国際学会）で関連演題を 5 題発表した。他に欧州放
射線学会(ECR)は 1 題発表した。 
教育等：千田兼担の医学部講義(主に放射線技師育成)を通年週 3 ｺﾏ､学生実験(通年週 2 回)担当し、さらに他学
科分担講義や全学教育における集中講義等を継続して多数担当し、加えて保健学専攻大学院講義(含む医学物理
士育成)を通年週 2 ｺﾏ､その他集中講義等を継続して多数担当｡以上は当分野の人材養成の基盤になる｡ 
当該年度は当分野に､院生 17 名(博士課程 10 名､修士課程 7 名)､学部生(卒業研究)が 4 名在籍し研究指導等を行
った｡さらに､主査として博士 1 名と修士 1 名と学士 4 名の学位を出した｡(さらに副査として博士 1 名と修士 1
名)｡学部学生の就職進路指導担当教員としてｷｬﾘｱ支援を引き続き精力的に行った｡ 
特許出願等(千田)：継続して知的財産(国際特許取得含む)を獲得した。主なものを次に記す。1. 米国特許番号（公












 下記の 10 のプロジェクトを行い、成果を普及啓発・支援活動、国内外学会・論文・メディアを通して社会還


























生や生命予後と密接に関わることを明らかとし、研究成果をホルモン領域の国際誌（Receptors and Clinical 
Investigation）に掲載した。これらの研究成果は、平成 28 年 4月 9日に主催した第 20 回東北内分泌研究会＆






11 月 1 日第 36 回日本臨床細胞学会福島県支部会において招請講演「子宮がん検診―震災以降の宮城県での取
り組み―」として発表した。 
3.被災地における国際標準化された災害時分娩取扱い教育プログラムの展開 






























防講演会」、「平成 27 年度社会学級研究会セミナー」、「乳がん市民公開講座」、「IT 経営カンファレンス 2015 in 仙
台」などで講演を行った。         
 
 
















学病院中心に MMWIN 加入患者促進を行い、１年足らずで登録患者数は１万人増を達成した（3000→13000 人）。
さらに多くの病院への展開を企画・実行している。MMWIN を用いて、医療過疎地域において IT による専門医
の介入の効果をみるための臨床試験も行っている（日本医療研究開発機構循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対
















情報還元した。福島県の被災動物の歯からのストロンチウム 90 の測定について学術雑誌に公表した。 
Kazuma Koarai, et al. 90Sr in teeth of cattle abandoned in evacuation zone: Record of pollution from the 






を行いその結果を学術雑誌に公表した。Yusuke Matsuyama et al. Do community- and individual-level 
social relationships contribute to the mental health of disaster survivors?: A multilevel prospective study after 































                                  
情報管理・社会連携部門 分野活動報告 














・2016 年 1 月 11 日東日本大震災アーカイブ国際シンポジウムを国立国会図書館と共催で実施し，情報共有と
国内外の連携を強化した．また，バンダアチェ博物館のハサン氏を招き，国際的なアーカイブの協力体制を整
えることに合意した．参加は，国内外の研究者が約 200 名集まった． 
・2016 年 3 月 6 日に女優竹下景子さんをお招きし，語り部シンポジウム「かたりつぎ」を実施．約 1100 名の
参加者があった．また，この試みは，毎年実施しており，着実に集客を増やしている． 
・国際的な防災教育の展開として，ハーバード大学と連携し，相互の大学で震災記録を利用した授業を実施．





















































































                                  
 
リーディング大学院「グローバル安全学トップリーダー育成プログラム（G-Safety）」活動報告 








客員教員 2 名が所属し、2014 年 4 月より情報管理・社会連携部門の社会連携オフィス分野より独立した。
G-Safety は大学院生対象の教育プログラムで、8 研究科を含む 12 部局が参画し、所内では、WG7 名（専任教
員 4 名を含む）が調整を担当の上、多数の所内教員が授業・実習を提供している。2015 年度は既存 4 テーマに
加え、新たに C-Lab 研修の人文社会科学基盤研修 4 テーマ（A-2「多主体ゲーミングシミュレーションラボ」、
A-3「開発途上国における国際防災政策の実践」、A-4「災害アーカイブラボ」、A-5「防災政策論演習」）および
安全工学フロンティア研修 1 テーマ（C-5「津波避難・防災計画策定ラボ」）を提供した。 
また、G-Safety 受講生によるプロポーザル型 PBL 研修：学生自主企画活動の支援を行っている。このうち

































































研究課題名 災害を生きる力とは？―８因子の認知脳科学的分析 種目 
拠点
A 
研究代表者 杉浦元亮 職名 准教授（兼）




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 4,250,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 






    
図１ 問題解決行動実験の様子  図２ 脳活動データの例 
    

















































研究課題名 東北地方における歴史資料に基づいた学際的災害研究 種目 
拠点
A 
研究代表者 蝦名 裕一 職名 准教授 




































































研究代表者 野内類 職名 助教 




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 2,831,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
災害起こった場合に、被害を減らすためにはどうすればよいのかをスタンプを押しながら、考えていくゲームで



























































研究代表者 井内 加奈子 職名 准教授 
部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会国際比較研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
井内 加奈子・マリ エリザベス（防災社会国際比較研究分野））、呉 修一（災害ポテンシャル研究分野）、サッパ
シー アナワット・保田 真理（津波工学研究分野）、桜井 愛子（災害復興実践学分野）、野内 類（災害情報認知
研究分野））、地引 泰人（リーディング大学院）、宮本 守（土木研究所）、Gerald V. Paragas（フィリピン・タク
ロバン市）、Maritess Quimpo（フィリピン公共事業省）、Vicente B. Malano（フィリピン気象天文庁）、Cristopher 
Stonewall P. Espina（フィリピン大学（UP）ディルマン校）


































































：Obs. (Tacloban) ：Obs. (Tanauan)：Obs. (Palo)
Relationship between average inundation depth and


















































た．しかし，神城断層では，その長さから M7.2 の地震が予想され， 平均活動間隔 1500 年をもって 3-4m の上下
変位が想定されていた．本研究では，2014 年の地表地震断層上で新たにトレンチ掘削調査を実施し，同断層の活
動史を解明する．これにより，長野県北部地震が小規模であった理由を探る． 
研究課題名 糸魚川—静岡構造線活断層帯神城断層の地震履歴の解明 種目 
拠点
A 
研究代表者 遠田晋次 職名 教授 




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 4,250,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
地震断層の南端部飯田地区での掘削の結果，同地震に先行する活動が 1714 年小谷地震（M6 1/4）である可能性
が高まった．２つの地震の間隔は 300 年で，当初評価されていた約 1500 年の平均活動間隔よりも極端に短い．

















































研究課題名 東日本大震災メンタルヘルス・アーカイヴ構築と「こころの防災」科学の確立 種目 
拠点
A 
研究代表者 富田 博秋 職名 教授 
































































研究代表者 伊藤 潔 職名 教授 



































































研究代表者 栗山 進一 職名 教授 
部   門 災害医学研究部門 分野 災害公衆衛生学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
 石黒 真美、宮下 真子、山中 千鶴（以上、東北メディカル・メガバンク機構） 
渡辺麻衣子（国立医薬品食品衛生研究所）、釣木澤尚実（国立病院機構相模原病院アレルギー科） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費  4,250,000 円
【研究の具体的な成果・波及効果】小児 13 名に調査にご協力いただき平成 27 年 7 月 11・12 日に、調査票調査に
よるアレルギー症状の把握、寝具の塵埃中のカビとダニの測定、5 歳以上には血液検査による非特異的 IgE 抗体
等の測定をおこなった。現在も仮設住宅に居住している小児は 6 名で、そのうち、最近 12 ヶ月に喘息症状があっ
たのは 0 名、アトピー性皮膚炎に特有な湿疹症状があったのは 3 名であった。一方、震災時に浸水した家に震災




































































研究課題名 防災教育国際協働センターを拠点とした地域に根差した防災教育モデルの創造 種目 
拠点
A 
研究代表者 佐藤 健 職名 教授 
部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
佐藤  健，桜井 愛子（災害復興実践学分野），柴山 明寛（災害アーカイブ研究分野），源栄 正人（地域地震
災害研究分野），丸谷 浩明，増田  聡（防災社会システム研究分野），藤岡 達也（滋賀大学），戸田 芳雄（東京
女子体育大学），渡邉 正樹（東京学芸大学），矢崎 良明（鎌倉女子大学），数見 隆生（東北福祉大学），野澤 
令照，小田 隆史（宮城教育大学），村山 良之（山形大学），矢守 克也（京都大学）









（限定 IP のみアクセス可）            （http://drredu-collabo.sakura.ne.jp/） 
   
































研究課題名 石巻市(市街地部)の再・創生のための研究及び実践活動 種目 
拠点 
A 
研究代表者 小野田泰明 職名 教授 














































































研究代表者 小野裕一       職名 教授 

















































































































































研究課題名 モンゴル国におけるリアルタイム地震防災システム構築の技術支援 種目 
拠点
B 
研究代表者 源栄 正人 職名 教授 
部   門 災害リスク研究部門 分野 地域地震災害研究分野  
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
源栄正人、大野 晋（地域地震災害研究分野） 
Dembrel Sodnomsanbuu, Battulga Batkhuu（モンゴル科学アカデミー天文地球物理研究センター） 
Tsamba Tsoggel（モンゴル科学技術大学） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円
【研究の具体的な成果・波及効果】 























































研究課題名 地震被害の悉皆調査結果に基づく建物群振動被害推定手法の再構築 種目 
拠点
B 
研究代表者 大野 晋 職名 准教授 
部   門 災害リスク研究部門 分野 地域地震災害研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
大野晋・源栄正人（地域地震災害），柴山明寛（災害アーカイブ），三辻和弥（山形大学） 








































研究課題名 スマートディバイスを用いたリアルタイム構造振動計測手法の開発 種目 
拠点
B 
研究代表者 王 欣  職名 助教 





























































研究課題名 国際比較検討による自然災害プログラム手法の提案と最適化 種目 
拠点
B 
研究代表者 保田 真理 職名 助手 
部   門 災害リスク研究部門 分野 津波工学研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
今村文彦・保田 真理・Suppasri Anawat（津波工学研究分野）、野内 類（学際フロンティア研究所／災害情報認知
研究分野）、Sorot Sawaddiraksa（タイ気象局）、大平 留美子（（株）仙台放送） 






【図表】タイの児童のアンケートより 1.事前, 2.事後 
   
        
        日本の児童のアンケートより 1.事前, 2 事後, 3.1 ヶ月後 
        地震や津波が怖いですか？      地震や津波に自分の力で対応できますか？   地震や津波から逃げ切れると思いますか？ 
 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
アンケート 1  N=1 4 1
アンケート 2  N=1 4 1



















ぜんぜん思わない あまり思わない どちらでもない 少し思う かなり思う 無回答
0% 20% 40% 60% 80% 100%
アンケート 1  N=1 4 1
アンケート 2  N=1 4 1



















ぜんぜん思わない あまり思わない どちらでもない 少し思う かなり思う 無回答
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アンケート 1  N=1 4 1
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研究課題名 最先端技術の統合による津波前後の土砂輸送および海浜回復過程の解明 種目 
拠点
B 
研究代表者 有働 恵子 職名 准教授 



























































研究課題名 三陸沿岸地域復興支援のための水産養殖システムの適正化 種目 
拠点
Ｂ 
研究代表者 坂巻隆史 職名 准教授 




























































































































































研究課題名 洪水氾濫計算モデルの途上国への即時適用フレームワークの開発 種目 
拠点
B 
研究代表者 呉 修一 職名 助教 
部   門 災害リスク研究部門 分野 災害ポテンシャル研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
呉修一（災害ポテンシャル研究分野），手計太一（富山県立大学工学部）， 
Mohammad Farid （バンドン工科大学），Maritess Quimpo（DPWH） 

























































This study aims to explore practical applications for unmanned aerial vehicle (UAV) systems in disaster 
management. The objectives are two-fold: (i) to build a framework for agent based modeling (ABM) of 
UAV-agents under specific tasks to support disaster management, and (ii) to conduct test flights of UAV as a 
proof of concept.  The tasks we will address by modeling are: i) Rapid mapping; ii) Shelter support and 
monitoring; ii) Search and Rescue and iii) Medicine air transportation planning. 
研究課題名 Study and simulation of practical applications of unmanned aerial vehicle agents for disaster management 種目 
拠点 
B 
研究代表者 Erick Mas 職名 助教 
部   門 災害リスク研究部門 分野 広域被害把握研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
Erick Mas、Shunichi Koshimura（広域被害把握研究分野） 
期間（西暦） 例) 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費   800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
In this study we have explored within the literature and in current developments, the feasibility and 
advantages of using UAV for damage assessment, disaster response and relief support. In addition, we have 
developed an ABM model of UAV-agents for disaster management task planning (mission route planner 
model). We conceptualized the model as a multiple searching path optimization problem and used the genetic 
algorithm to solve the routing of each UAV unit. A user-friendly environment was built to present and facilitate 
the practical application of this tool. Details of the model can be found at: Mas, E. and Koshimura, S. (2015). 
Research on the practical application of unmanned aerial vehicles (UAV) for disaster management. Annual 
Meeting of the Tohoku Branch Technology Research Conference, Japan Society of Civil Engineers. Iwate, Japan. 


















































研究課題名 地中レーダを用いた復興のための技術支援 種目 
拠点
B 
研究代表者 佐藤 源之 職名 教授 
部   門 災害リスク研究部門 分野 広域被害把握研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
佐藤 源之（広域被害把握研究分野/東北アジア研究センター）、藤澤 敦（東北大学総合博物館）、  
金田 明大（奈良文化財研究所）、土井 恭二（三井造船）、高橋 一徳（東北大学東北アジア研究センター）、 
菊地 芳朗（福島大学) 






















































地震時の柱変形状態(0.5 s 刻み，1940 年インペリアルバレイ地震 














研究代表者 五十子 幸樹 職名 教授 
部   門 災害リスク研究部門 分野 最適技術研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
五十子幸樹，鈴木裕介（最適減災技術），高橋典之，池永昌容（東北大学），堀則男（東北工業大学），荒木慶一（京
都大学），浅井健彦（ミシガン大学）， Oren Lavan（イスラエル工科大学） 

























































研究課題名 遮蔽コンクリートのリスク評価体系構築に向けた基礎研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 鈴木裕介 職名 助教 






























































































研究課題名 津波石を用いた古津波規模推定法の検討 種目 
拠点
B 
研究代表者 後藤和久 職名 准教授 
部   門 災害リスク研究部門 分野 低頻度リスク評価研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
菅原大助（低頻度リスク評価研究分野（現・ふじのくに自然環境史ミュージアム）） 
























































研究課題名 巨大地震・津波に伴う海岸砂丘形成作用の調査研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 菅原 大助 職名 助教 




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 






























































研究課題名 波浪の良さと悪い影響：波力発電と台風の被害 種目 
拠点
B 
研究代表者 ブリッカー ジェレミー デイビッド 職名 准教授 
部   門 災害リスク研究部門 分野 国際災害リスク研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
ブリッカー ジェレミー デイビッド・ローバー フォルカ（国際災害リスク研究分野） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
JD Bricker, V Roeber, Y Fukutani, S Kure. Simulation of the December 2014 Nemuro storm surge and incident 





















































We have shown that infragravity waves can grow into hazardous tsunami-like bores under some 
conditions, such as the presence of fringing reefs. The present study investigates the causes of the 
local beach erosion problem near Sendai Port. We found that under energetic swell conditions the 
main nearshore current becomes predominantly southern and subsequently causes erosion near the 
Port. 
研究課題名 台風による海岸付近波浪現象 種目 
拠点
B 
研究代表者 ローバー フォルカ 職名 助教 
部   門  分野  
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
ローバー フォルカ・ブリッカー ジェレミー（国際災害リスク研究分野）, Kwok Fai Cheung, Troy Heitmann
（University of Hawaii）, C. Gabriel David（University of Hannover） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
Roeber, V., Bricker, J.D., (2016). Combined wave and tidal model for nearshore processes and 
sediment transport. Coastal Engineering, (in preparation). 
Bricker, J.D., Roeber, V., Fukutani, Y., Kure, S., (2015). Simulation of the 2014 Nemuro storm 
surge and incident waves. Journal of Japan Society of Civil Engineers, Ser. B2 (Coastal 




 Free surface waves near Sendai Port during 
Typhoon Atsani. Supersposition of incoming 
and reflected waves generates large wave 
setup near Sendai Port that drives a longshore 
current south. BOSZ model output. 
Mean flow speed near Sendai Port during 
Typhoon Atsani. Predominantly southern flow 
near the Port where beach erosion occurs. 


















































研究課題名 震災体験談の分析：何が語られ、何が記憶に残るのか 種目 
拠点
B 
研究代表者 邑本俊亮 職名 教授 


































































研究課題名 交通の途絶が災害化するメカニズムに関する調査研究 種目 
拠点 
B 
研究代表者 奥村 誠 職名 教授 













































































A country is required to be prepared for absorbing initial shock of a disaster and for providing assistance to 
victims. Due to a poor performance of relief distribution after recent disaster, disaster logistics (DL) becomes 
central part to the improvement effort. If relief items are send to affected areas without considering urgency, those 
relief items produce negative effect on restoration of the affected areas. The study aims on designing a strategy for 
relief preparedness due to high stake of time during initial stage after a large scale disaster. 
研究課題名 





研究代表者 Rubel Das 職名 助教 
部   門 人間・社会対応研究部門 分野 被災地支援研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
ルベル ダス （被災地支援研究分野） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
This study proposes a dynamic programing model reflecting the change of demand and urgency during relief 
operations. Relief ordering policy based on the realized shortage cost increases the service level (in terms of 
time). The service level is dependent on the deterioration rate. The introduction of deterioration into the model 
reveals that a higher deterioration rate causes a higher system cost. As the deterioration rate depends on the 
facilities, a tradeoff exists between investment cost and total cost. A decision maker can invest in improved 
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研究課題名 歴史資料の活用を通じた被災地域の歴史文化的記憶の継承に関する研究 種目 
拠点 
B 
研究代表者 佐藤大介 職名 准教授 



































































研究課題名 災害関連資料の保存と活用に向けた実践的研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 天野真志   職名 助教 



























































高く、かつ導入しやすい BCP の策定・運用方法を研究し、これを公表する。 
研究課題名 大学の業務継続計画（BCP）の策定・運用手法に関する研究（その 2） 種目 
拠点
B 
研究代表者 丸谷浩明 職名 教授 




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 850,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
 7 月に徳島大学の中野教授を招き、アクションカードの活用の具体例の研究を行った。10 月には大学本部の
BCP の初動訓練を企画・実施し、状況付与型の訓練により BCP 案を検証し、災害対策本部の場所、非常用電力
の配置、他キャンパスとの連絡手段などの課題を把握した。3 月に大学本部の「防災・業務継続計画」及び各事













































































































































研究課題名 災害後のライフライン途絶による地域産業への経済影響 種目 
拠点
B 
研究代表者 寅屋敷 哲也 職名 助教 
部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会システム研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名））
寅屋敷哲也, 丸谷浩明（防災社会システム研究分野） 


































































































































































































































































研究課題名 復興特需の終了を視野に入れた地域産業の革新 種目 
拠点
B 
研究代表者 増田 聡 職名 教授 











・ 増田聡（2016）「復興政策の評価にむけて」「おわりに」、前掲書、296-298・323-330 頁 




















































研究課題名 東日本大震災からの復興まちづくり法制に関する研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 島田明夫 職名 教授 











本研究については、中央公論 4 月号、3 月 15 日朝日新聞宮城版で大きく取り上げられた。 
【図表】 
 






















































































研究課題名 列島における津波碑の民俗学的研究 種目 
拠点
Ｂ 
研究代表者 川島秀一  職名 教授 
部   門 人間・社会対応研究部門 分野 災害文化研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
川島秀一（災害文化研究分野） 















































Considers the impact of large scale post disaster housing relocation on residents, based on international cases Including 
Japan after the Great East Japan Earthquake, housing buyouts after Hurricane Sandy in the U.S, and residential 
relocation in reconstruction projects after Mt. Merapi volcanic eruption in Indonesia and Typhoon Yolanda in Tacloban, 
Philippines.  
研究課題名 
Post Disaster Housing Recovery Policy and Residential Relocation: An International 




研究代表者 職名 助教 
部   門 人間・社会対応研究部門 分野 防災社会国際比較研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
MALY Elizabeth, 井内加奈子(防災社会国際比較研究分野) 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
The role of residential relocation varies in housing reconstruction depending on the context, policies related to land use 
and housing provision and their relationship within recovery projects. Each of the 4 cases include an aspect of land use 
planning based on an understanding and designation of a specific (disaster affected) area as hazardous. The 
involvement of targeted beneficiaries and implementation of housing provision also varies, and a key factor for 
characterizing these cases is the connection between relocation and housing reconstruction policy as follows. 
Relocation in Merapi is included within a unified housing provision recovery program. In Tacloban, housing relocation 
is included with a varied housing provision program. In Staten Island, residential buyouts only support owners moving 
out; programs supporting housing reconstruction are completely separate. Japan’s policies are unique in that they 
separate provision of land and housing. Similar to international cases, public housing is provided in new land areas; 
providing rental subsidized housing is uncommon in international cases. 
【図表】 
Mt. Merapi Volcano, Yogyakarta, 
Indonesia 
<Relocation as part of housing 
reconstruction> 
Typhoon Yolanda, Tacloban City, 
Philippines <Housing provided in 
relocation areas> 
Superstorm Sandy, Staten Island, NY, 
USA 
<Voluntary residential buyouts in select 
areas>
Great East Japan Earthquake, Japan























































た「金山型住宅仕様」を作成し、最高 50 万円/1 件の補助を行い、地域型住宅による景観整備を推進する山形県金
山町を例に、産業連関表を作成して地域型住宅（金山型住宅）の経済的波及効果を明らかにする。 
研究課題名 住宅再建過程における地域資源の活用に関する研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 岩田 司 職名 教授 
部   門 地域・都市再生研究部門 分野 都市再生計画技術分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
岩田 司（都市再生計画技術） 
























































































研究代表者 花岡和聖 職名 助教 
部   門 地域・都市再生 分野 都市再生計画技術 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
花岡和聖（都市再生計画技術分野） 























































研究課題名 被災後の都市・集落形態の変容に関する研究―コンパクト化？スプロール化？ 種目 
拠点
B 
研究代表者 姥浦 道生 職名 准教授 
部   門 地域・都市再生研究部門 分野 都市再生計画技術分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
姥浦道生・花岡和聖（都市再生計画技術分野） 
























































研究課題名 遡上津波と構造物の連成解析とその重層的見える化に関する研究 種目 
拠点
Ｂ 
研究代表者 寺田 賢二郎 職名 教授 





期間（西暦）  2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 850,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 遡上津波解析の“見える化”のために，GIS を用いた広域地形のモデル作成，





















































研究課題名 高精度津波シミュレーションに基づく確率論的津波ハザード評価 種目 
拠点
B 
研究代表者 森口周二 職名 准教授 



























































研究課題名 ヒトと機械が協調する遠隔操縦用インタフェースシステムの開発 種目 
拠点
B 
研究代表者 永野 光 職名 助教 
部   門 地域・都市再生研究部門 分野 災害対応ロボティクス研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
永野光（災害対応ロボティクス研究分野） 























































研究課題名  東日本大震災における被害抑止効果と災害対応空間の体系化 種目 
拠点
B 
研究代表者  村尾 修 職名  教授 
部   門  地域・都市再生研究部門 分野  国際防災戦略研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
村尾 修（国際防災戦略研究分野），薬袋奈美子（日本女子大学），Miho MAZEREEUW （マサチューセッツ
工科大学） 







     
   Archi-DRR データベース一覧画面           災害対応のための都市・建築空間事例 
     






























































研究代表者 岡田 知己 職名 准教授 













左：鳴子火山付近の S 波速度分布（東西鉛直断面図）と地震分布（○） 右：ニュージーランド・南島北部の
深さ 40km の Vp/Vs 分布と地震活動（○・●） 
































































研究課題名 東北地方太平洋沖地震後の地震発生メカニズムの解明 種目 
拠点
B 
研究代表者 内田 直希 職名 准教授 































































研究課題名 火山体変形モニタリングに基づく噴火ポテンシャル評価手法の開発 種目 
拠点
B 
研究代表者  職名 教授 
部   門  分野  
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】蔵王山及び吾妻山周辺の GNSS 連続観測データから，東北地方太平洋沖地震
の余効変動の影響を取り除いた結果，蔵王山では 2015 年 1 月から 5 月まで，吾妻山では 2014 年 10 月から 2015
年 5 月までの期間で，僅かながら山体膨張の傾向が見られた．先験情報付非線型逆解析法を用いた解析の結果，























図 2．吾妻山周辺の地殻変動．期間は 2014 年 10


















































研究課題名 巨大地震に伴う火山活動変化の検討と活動モニタリング 種目 
拠点
B 
研究代表者 山本 希 職名 准教授 
部   門 災害理学部門 分野 火山ハザード研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
山本 希，三浦 哲，市來雅啓（火山ハザード研究分野），小菅正裕（弘前大学） 
 










2012 年頃から深部低周波地震（深さ 25～35 km）























































研究課題名 東北地方水蒸気噴火型火山の熱水輸送プロセスの解明 種目 
拠点
B 
研究代表者 市來 雅啓 職名 助教 










ら熱水分布を定量的に見積もる為に高温高圧下での塩水の電気伝導度を MD 計算で解明することに成功した． 
【図表】 
   




図 2 吾妻山での広帯域 MT 観測点分布 


















































研究課題名 仙台平野南部の活断層と苦竹伏在断層との連続性について 種目 
拠点
B 
研究代表者 岡田真介 職名 助教 
部   門 災害理学研究部門 分野 地盤災害研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
岡田真介，今泉俊文（地盤災害研究分野），住田達哉，牧野雅彦（産業技術総合研究所） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
仙台空港南部から阿武隈川河口付近までの仙台平野南部において，平野を東西に横断するように測線を 7 本設定





















H26 年度測定点は青色で，H27 年度はマゼンダ色で示した． 
 
↓図 2. LaCoste & Romberg D 型重力計による相対重力測定．


















































研究課題名 海洋表層の水温・塩分構造の変動とそのモニタリングに関する研究 種目 
拠点 
B 
研究代表者 須賀 利雄 職名 教授 




期間（西暦） 2015 年 4 月 14 日～2016 年 3 月 31 日 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
格子化された Argo データセットを用いて、北太平洋中緯度における冬季混合層から海洋内部への海水の年間
沈み込み量の 2005 年から 2012 年までの年々変化を明らかにした。冬季に大気が海洋に与えるインパクトが、そ
の後の季節の海洋表層の状態にどう波及するかを理解するための重要な知見と言える。この解析過程で得た情報
や、気象庁、海上保安庁、水産庁でのデータ利用状況の調査などを踏まえ、国際 Argo 運営チームに、西岸境界




                          
図 1 海水の年間沈み込み率
/
図 2  海水の実線：年間沈
み込み量（m3/s）の年々変
化． 

















































の豪雨について、中期予報モデルによる予報可能性を検討した。2010 年、フィリピンを襲った台風 Megi（T13） 
について、地表面摩擦のモデリングが発達過程の再現性に与える影響を詳細に調べた。 
研究課題名 非静力学数値予報モデルによる大雨・大雪災害に関する研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 山崎 剛 職名 准教授 
部   門 災害理学研究部門 分野 気象・海洋災害研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
山崎  剛 ・ 岩崎 俊樹 （気象・海洋災害研究分野） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 776,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 







左より、2015 年、9 月 9 日 21 時、9 月 10 日 9 時、9 月 10 日 21 時 






















































研究課題名 太陽高エネルギー粒子現象に関わる電波バーストの同定に向けた基礎研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 三澤 浩昭 職名 准教授 































































研究課題名 地球超高層大気圏への高エネルギー粒子侵入に関する実証的研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 土屋史紀 職名 助教 
部   門 災害理学研究部門 分野 宙空災害研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
土屋史紀、小原隆博、三澤浩昭・東北大学大学院理学研究科（宙空災害研究分野） 





























































































研究課題名 沖積層データの高精度化と数千～万年スケールでの地殻変動解析への適用 種目 
拠点
B 
研究代表者 丹羽 雄一 職名 助教 
部   門 災害理学研究部門 分野 国際巨大災害研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
丹羽雄一・遠田晋次・石村大輔(国際巨大災害研究分野)・須貝俊彦(東京大学大学院新領域創成科学研究科) 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
 三陸海岸南部に位置する陸前高田平野および、気仙沼大川平野において、平野を構成する堆積物の解析から両






















































研究課題名 東北地方太平洋岸における過去の巨大地震時の地殻変動検出の試み 種目 
拠点
B 
研究代表者 石村 大輔 職名  





























































研究課題名 災害保健医療体制構築を支援するシステムダイナミクスシミュレーション開発 種目 
拠点
B 
研究代表者 江川新一 職名 教授 

















































南海トラフ地震被災予想 16 府県医療機関を対象に病院特性、受援計画・BCP 策定状況、災害時連携、災害訓練な
どに関する郵送アンケート調査を行った。 
研究課題名 日本の医療機関における受援計画に関する調査（継続） 種目 
拠点
B 
研究代表者 佐々木 宏之 職名 助教  
部   門 災害医学研究部門 分野 災害医療国際協力学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
江川新一・佐々木宏之（災害医療国際協力学分野）、髙田洋介（阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター）
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
614 病院から回答を得た（回収率 21.2%）。受援計画策定済み病院は全体で 50 病院(8.1%)、災害拠点病院 24 病院
(19.2%)、非災害拠点病院 26 病院(5.3%)だった。病床数、病院種類別では 100 床未満の病院(2.7%)、精神病院(1.4%)
で策定率が低かった。調査結果を第 21 回日本集団災害医学会学術集会シンポジウムで発表、また平成 28 年 2 月
21 日の地方紙朝刊 11 紙以上、他の web メディアに掲載された。 
【図表】 














0.00 0.25 0.50 0.75 1.00
p<0.001 


















Q2) 受援計画策定状況（病床数別）  
受援計画策定： 300床以上＞1 00 -2 9 9 床＞1 0 0 床未満 
p<0.001 




























Q2) 受援計画策定状況（病床種別）  
受援計画策定： 一般＞療養型＞精神 
p=0.004 













































































































研究課題名 敗血症におけるマトリセルラー蛋白質の役割について 種目 
拠点
B 
研究代表者 浩日勒 職名 助教 
部   門 災害医学研究部門 分野 災害感染症学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名） 
浩日勒, 服部俊夫, 岩崎綋子(災害感染症学分野)、 
仁木敏郎（香川大学医学部）、Elizabeth Telan（フィリピン・サンラザロ病院） 
久志本成樹、工藤大介（東北大学救急医学） 
期間（西暦）  2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 ８００、０００円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
敗血症病態は過剰炎症反応のみにより形成されるものではなく、急性期からの免疫系反応の抑制が示唆されてい
る。MCP である Galectin-9（Gal-9）は制御 T 細胞(T-reg)の誘導因子である。我々の研究では血漿 Gal-9 が重症
敗血症症例の 40%で増加した（図１）。また血漿 Gal-9 レベルが T-reg 細胞比率及び Th1/Th2 比と有意に相関し



















































に期待が、災害時 X 線撮影において、電源設備が損傷を受けた場合、X 線撮影が行えないことがあり、重大な課
題となっている。そこで電源設備損傷に対応するために、従来の家庭用電源やバッテリに加えて、ソーラーシス
テムを使用可能としたより多様化した供給電源をもつ災害時 X 線撮影用高電圧装置の開発を目指す。 
研究課題名 災害医療時の X 線撮影のための高電圧装置に関する基礎的検討 種目 
拠点
B 
研究代表者 千田 浩一 職名 教授 
部   門 災害医学研究部門 分野 災害放射線医学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
千田浩一，稲葉洋平，小林亮太，八島幸子（災害放射線医学分野），李昌一（神奈川歯科大学大学院） 


































































研究代表者 細井義夫 職名 教授 




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
放射線量依存性に血管内皮細胞は細胞接着因子の一つである ICAM-1 を過剰発現することを明らかにした。
ICAM-1 の発現増加は血栓の形成を促進し、心筋梗塞や脳梗塞の原因となりえる。さらに一部の NSAIDs が
ICAM-1 の発現をさらに亢進させることを明らかにした。in vivo での影響を明らかにすることを目的として、動
脈硬化を高頻度で発症する ApoE-/-マウスをアメリカから輸入して東北大学で飼育・実験を開始している。 
【図表】 
                                     
ApoE-/-マウスの大動脈における動脈硬化領域の定量化： 
非照射 ApoE-/-マウス(11 ヶ月)の大動脈を摘出し、Oil-red O 染色した後






















































究では、電子スピン共鳴法 ESR を利用した個人被曝線量推計法の基礎的検討を行う。 
研究課題名 放射線災害時における ESR を用いた放射線被曝影響の基礎的研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 稲葉 洋平 職名 助手 






























































研究課題名 震災ストレスが自律神経系および唾液の免疫系に及ぼす影響の包括的検討 種目 
拠点
B 
研究代表者 兪 志前 職名 助教 





























































研究課題名 妊娠中の災害ストレスが母子の精神神経疾患に及ぼす影響に関する研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 笠原 好之 職名 助教 
部   門 災害医学研究部門 分野 災害精神医学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
笠原好之, 富田博秋（災害精神医学） 

























































研究課題名 震災ストレスの女性生殖器への影響：ストレス応答とエピジェネティクス 種目 
拠点
B 
研究代表者 三木康宏 職名 講師











    


















































研究課題名 被災地における国際標準化された災害時分娩取り扱い教育プログラムの展開 種目 
拠点
B 
研究代表者 齋藤 昌利 職名 助教 




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 800,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
























































研究課題名 避難所モバイルアセスメントシテムにおける基盤開発 種目 
拠点
B 
研究代表者 中山 雅晴 職名 教授 
部   門 災害医学研究部門 分野 災害医療情報学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名） 
中山 雅晴（災害医療情報学分野） 
石井 正（東北大学大学院医学系研究科 総合地域医療教育支援部） 









 それぞれの管理レベルに従って ID を割り振り、上位であるほど権限が拡大できるように設定した（図２）。 
 図１ 
    図２ 
















































研究課題名 「地域包括ケアシステム」による災害対応地域コミュニティの構築 種目 
拠点
B 
研究代表者 小坂 健 職名 教授 
部   門 災害医学部門 分野 災害口腔科学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
長 純一・石巻市地域包括ケアセンター 所長 
池田昌弘・NPO 法人全国コミュニティライフサポートセンター理事長 
植田信策・石巻日赤病院健診部長 

























































































































































研究課題名 幼小児の脱落乳歯および成人の抜去歯を用いた内部・外部被曝歴の包括的評価 種目 
拠点
B 
研究代表者 鈴木敏彦 職名 准教授 





期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 850,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 














































































研究代表者 柴山 明寛 職名 准教授 
部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
柴山明寛，ボレーセバスチャン，佐藤翔輔，今村文彦（災害アーカイブ研究分野），賛同協力機関 




















      岩手県震災アーカイブガイドライン概要版 















































Since 2014, Michinoku Shinrokuden has been collaborating with Syiah Kuala University and the Tsunami Museum on memorial and 
archive projects in Aceh, Indonesia. Through these activities, we aim at providing greater access to disaster information and exchange 
between the two regions and aspire to compare the tsunami memories between Aceh and Tohoku. Finally, our ambition is to 
demonstrate that remembering disasters is an essential step towards the recovery and reconstruction of post-disaster communities as 
well as draw recommendations or lessons for policy makers and professional in charge for disaster prevention and management. 
研究課題名 Japan and Indonesia Disaster Digital Archives Collaborations 種目 
拠点
B 
研究代表者 BORET SEBASTIEN 職名 助教 
部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
Boret Sébastien・柴山 明寛・今村 文彦 （災害アーカイブ研究分野） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 850,000 円
【研究の具体的な成果・波及効果】 
In 2015, this continued collaboration has given rise to the creation of the Digital Archives of Tsunami in Aceh (DATA) project. Dr 
Boret visited Aceh on three occasions in order to develop the database interface, collect data and promote the project to Indonesian 
authorities in collaborations with Dr Muzailin, co-leader of DATA, Mr Tomy, head of Tsunami Museum in Aceh, and Dr 
Nizammudin, database engineer of DATA. The DATA project was inaugurated at the Tsunami Museum in Aceh on December 25, 
2015. During his first visit, Dr Boret also trained students of Syiah Kuala University and together collected data from three pilot 
villages. During his second visit, he recorded the 11th Commemoration of the 2004 Sumatra Tsunami. The final visit consisted of a 
joint travel to Aceh with a representative of the disaster archive of the National Diet Library of Japan, who was introduced to the 
DATA project in Aceh. With the support of Prof Imamura and Dr Shibayama, the DATA members have agreed upon designing a 
Memorandum of Agreement between IRIDeS and the Government of Aceh and to launch of the DATA online at the Aceh Tsunami 
Museum on December 26, 2015.  
【図表】 
   



















































研究課題名 参加型アクションリサーチにもとづく災害アーカイブ学の探索 種目 
拠点 
B 
研究代表者 佐藤 翔輔 職名 助教 













































































研究課題名 大災害被災地の学校防災体制の強化に関する研究 種目 
拠点
B 
研究代表者 桜井愛子 職名 准教授 
部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
桜井 愛子、佐藤 健（災害復興実践学分野）、藤岡 達也（滋賀大学教育学部）、小田 隆史（宮城教育大学 
教育復興支援センター）、村山 良之（山形大学教職大学院）、北浦 早苗 、村岡 太（石巻市教育委員会） 
























































研究課題名 外部性を考慮したより柔軟な L1 防潮堤の計画・設計論 種目 
拠点
B 
研究代表者 平野勝也 職名 准教授 






























































研究課題名 地域の記録・継承の研究及び実践活動 種目 
拠点
B 
研究代表者 小林 徹平 職名 助手 
部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害復興実践学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
小林徹平、平野勝也（災害復興実践学分野）、土岐文乃（東北大学大学院工学研究科） 

































































研究代表者 サッパシー・アナワット 職名 准教授 




Ingrid Charvet，Joshua Macabuag(ロンドン大学)，Natt Leelawat(東京工業大学)






























































研究課題名 地域特性と避難課題に対応した津波避難プログラムの構築と実践 種目 
拠点
B 
研究代表者 安倍 祥 職名 助手 























































































研究課題名 津波漂流物被害を考慮した確率論的津波リスク評価に関する研究 種目 B 
研究代表者 林 晃大 職名 助手 































































研究課題名 多様な先端技術の巨大災害へ適用とリスク解析 種目 
拠点
B 
研究代表者 Yi Carine Joungyeon 職名 助教 
部   門 地域・都市再生研究部門 分野 国際防災戦略研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
Yi Carine Joungyeon（国際防災戦略研究分野） 
 

























































研究課題名 ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯のプレート間相対運動の収支 種目 
拠点
B 
研究代表者 木戸元之 職名 教授 




Stephen Banister・Bill Fry（GNS・ニュージーランド）・Rebecca Bell（ロンドン帝大・英国） 






2015 年 6 月に総合調査観測航海を実施し、これまでの圧力計等の回収・再設置を実施するとともに、GPS 音響方式
による地殻変動観測用の海底局３台を設置し、観測を開始した。 
   
図１：観測システム（左：概念図、中：ブイの外観、右：設置直前の海底局） 
               


















































研究課題名 Porous body model による市街地を対象とした津波氾濫解析モデルの高度化 種目 
拠点
B 
研究代表者 山下 啓 職名 助教 











           
図-1 東日本大震災前における宮城県   (a) 計算セルと構造物の位置     (b) 空隙率と面透過率 
女川町の建物分布                    図-2 Porous body model による建物群のモデル化 
























































研究代表者 川田佳史 職名 助教 
部   門 災害理学研究部門 分野 海底地殻変動研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
川田佳史・木戸元之（海底地殻変動）、山野誠・木下正高（東京大学地震研究所） 






























































研究課題名 グローバル災害・防災研究に関する連携強化プロジェクト:英国大学との連携 種目 連携 
研究代表者 サッパシー・アナワット 職名 准教授 





セバスチャン（災害アーカイブ研究分野）， Peter Sammonds，Emily So，Rosanna Smith，Tiziana Rossetto，David 
Alexander，Joanna Faure Walker，Ilan Kelman，Simon Da(UCL)，Emily So，Amy Donovan(UC)，Stephen Platt(CAR)
期間（西暦）  2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 1,700,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
本連携プロジェクトによって 2015 年度に出来た活動は次の通り。1）日英減災研究セミナー、IRIDeS- IRDR 年次
総会（ロンドン・10 月）、2）蔵王山の火山噴火による観光への影響についての調査（宮城県、山形県・1 月）、3）
ロンドン大からの研究者の受け入れ（JSPS・2 月から）、4）David Alexander 教授による講演会・訪問受け入れ





蔵王山での調査 David Alexander 教授による講演

















































研究課題名 データ駆動科学による被災地動態の把握とマッピング 種目 連携 
研究代表者 越村俊一 職名 教授 
部   門 災害リスク研究部門 分野 広域被害把握研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
越村 俊一, Erick Mas（広域被害把握研究分野），奥村 誠（被災地支援研究分野），佐藤 翔輔（災害アーカイブ研
究分野），花岡 和聖（都市再生計画技術分野） 
Joachim Post, Christian Geiß（ドイツ航空宇宙センター・UN-SPIDER）






























































研究課題名 新しい行動枠組みに基づく災害保健医療統計と国際災害医療教育の樹立 種目 連携 
研究代表者 江川新一 職名 教授 
部   門 災害医学研究部門 分野 災害医療国際協力学分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
江川新一、佐々木宏之（災害医療国際協力学分野）、桜井愛子（災害復興実践学分野）、Razel Kawano, Carmela Dizon
（Angeles 大学）、Armando Crisostomo, Teodoro Herbosa（フィリピン大学マニラ校）,金谷泰宏（国立保健医療科学
院）、Alex Ross, 茅野龍馬（WHO 神戸）、井上まり子（帝京大学）、近藤久禎（災害医療センター） 
期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 1,400,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 

































































に GONGOVA が国際ボランティア活動を行っている白カレン族居住山村で、年間 100 名のマラリア患者が発生す
る。村民のマラリア発生状況を観察しながら、その予防対策を図る。 
研究課題名 タイにおける災害感染症と災害復元力形成の試み 種目 連携 
研究代表者 浩日勒 職名 助教 




Wongburanavart, Chucheep Praputpittaya（Mae Fah Luang Univ.） 







   メーファールアン大学での学生たちのアンケート調査結果まとめ 
















































研究課題名 自然災害アーカイブの国際連携の強化と東日本大震災の震災記録の国際発信 種目 連携 
研究代表者 柴山 明寛 職名 准教授 
部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
柴山明寛，ボレーセバスチャン，佐藤翔輔，今村文彦（災害アーカイブ研究分野），賛同協力機関 
Andy Gordon，森本 涼（ハーバード大学），杉本 重雄（筑波大学），Muzailin Afan（Syiah Kuala University）など









































































研究代表者 佐藤 翔輔 職名 助教 
部   門 情報管理・社会連携部門 分野 災害アーカイブ研究分野 
研究組織（組織構成員の氏名・所属機関名（所内は分野名）） 
佐藤翔輔，今村文彦（災害アーカイブ研究分野），井ノ口宗成（静岡大学），中野敬介（新潟大学） 





























974 130 58 150 292 290 54
100.0 13.3 6.0 15.4 30.0 29.8 5.5
974 164 64 140 325 234 47
100.0 16.8 6.6 14.4 33.4 24.0 4.8
974 217 66 166 378 128 19
100.0 22.3 6.8 17.0 38.8 13.1 2.0
974 67 67 125 312 344 59
100.0 6.9 6.9 12.8 32.0 35.3 6.1
974 124 58 126 357 263 46
100.0 12.7 6.0 12.9 36.7 27.0 4.7
974 270 59 124 370 118 33
100.0 27.7 6.1 12.7 38.0 12.1 3.4
974 271 72 136 392 92 11
100.0 27.8 7.4 14.0 40.2 9.4 1.1
974 309 76 141 371 66 11
100.0 31.7 7.8 14.5 38.1 6.8 1.1
974 353 66 141 362 42 10
100.0 36.2 6.8 14.5 37.2 4.3 1.0
974 259 78 144 384 97 12
100.0 26.6 8.0 14.8 39.4 10.0 1.2
974 305 60 134 355 103 17











































































研究課題名 災害発生に備えた文化財所在情報の集約に向けた国際比較研究 種目 連携 
研究代表者 天野真志   職名 助教 




期間（西暦） 2015 年 4 月～2016 年 3 月 経費 1,700,000 円 
【研究の具体的な成果・波及効果】 
10 月 22 日から 27 日にかけて専門家会議および公開フォーラム「文化財防災体制についての国際比較研究」を開






















































































Ground Motion Estimation Using Front Site
Wave form Data Based on RVM for Earthquake 












DAMAGED STORY DETECTION AND 
MODAL PROPERTIES OF A RC BUILDING 
SUBJECTED TO 2011 TOHOKU 
EARTHQUAKE
14
Long-term Monitoring of Amplitude Dependent 
Dynamic Characteristics of a Damaged Building 


















Kahori IIYAMA,  
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MODAL IDENTIFICATION OF A HEAVILY 
DAMAGED NINE-STORY STEEL-














































Development of Regional Earthquake Early Warning 
System with Structural Health Monitoring Function 













Development of Regional Earthquake Early Warning 
System with Structural Health Monitoring Function 
toward Real-time Earthquake Information Navigation
20150620

































Earthpuake risk assessment and its use in Miyagi 







Lessons lerned from the 2011 Tohoku Earthquake 
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DEVELOPMENT OF REGIONAL EARTHQUAKE 
EARLY WARNING SYSTEM WITH STRUCTURAL 
HEALTH MONITORING FUNCTION TOWARD 
REAL-TIME EARTHQUAKE INFORMATION 
NAVIGATION
MOTOSAKA, M.,OHNO, S., 
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WHY BUILDING DAMAGE 
CONCENTRATED IN LONGTOUSHAN 
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2015 SSA Annual Meeting Pasadena, California 201504
The Feasibility Examination of Extracting Story-by-
story Shear-wave Velocity From Microtremor Records 
of High-rise Buildings
Wang Xin, Maskai Kazuaki, 
Irikura Kojiro, Motosaka 
Masato, and Hisada Yoshiaki
2016 SSA Annual Meeting Pasadena, California 201504
Low Price Seismic and Structural Response 
Measurement Method Using Smart Devices
Ji Dang, Xin Wang, Ashish 
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Uncertainty in tsunami wave heights and arrival 
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(Published online)
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A country is required to be prepared for absorbing initial shock of a disaster and for providing assistance (i.e., relief item) to victims. Due to a poor performance of relief distribution after recent disaster including the 2011 great 
east Japan earthquake and the 2010 Haiti earthquake, disaster logistics (DL) becomes central part to the improvement effort. Study on disaster logistics is still limited and fails to incorporate the properties of disaster 
circumstances. If relief items are send to affected areas without considering urgency, those relief items produce negative effect on restoration of the affected areas. Moreover, those relief items may hinder the smooth flow of high 
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Research continued on post-disaster housing recovery and related issues of land use and residential relocation. Research included comparisons and investigation of several key international cases, with the primary focus on:
housing recovery and relocation process in Indonesia after the  volcanic eruption of Mt. Merapi; housing recovery and residential buyouts for disaster risk reduction after Hurricane Sandy in the U.S.; housing recovery and
relocation in Tacloban City after Typhoon Yolanda (Haiyan) in the Philippines.  Research in Japan considered  ongoing recovery in Tohoku including policy and implementation of  high land relocation and  construction of
public housing, and  wooden temproary housing in Tohoku, especially in Fukushima, as well as the issue displacement issues in Fukushima.  After the April 2015 earthquake, new research on housing recovery in Nepal
developed from previous multi-disciplinary research linking housing and education recovery.
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I  actively participated in sharing information on disaster mitigation and recovery, especially with foreign students and researchers, and was involved in hosting various groups visitng IRIDeS. As one of the organizers of the 
Tohoku Risk and Recovery Hub, we held an event focusing on disaster musuems and archives for DRR. As member of an IRIDeS team, I  supported a workshop held in Tacloban City on "Reflecting on Yolanda", and also
was involved in a pilot disaster educucation project in Tacloban elementary schools. I participatied actively in APRU events, including the summer school and tour in Tohoku, and the APRU Seminar in Manila, as well as
attending and and presenting my research in many academic events in and outside Japan. I have been building research and collaborative relationships, through guest lectures, disucssions, and research with  counterparts at
several universities (Gadjah Mada University, Indonesia;  National Taiwan University, Taiwan, Chiang Mai University, Thailand, Eastern Visasyas State University, Philippines, and University of Washington Seattle, US).
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My involvement in teaching activity increased this year. At Tohoku University, I was involved in Kiso Semi under the direction of Associate Prof. Iuchi  At other universities, I presented several international lectures a guest 
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 ○災害科学に関する実践的研究の成果を紹介するフォーラムを定期的に開催し、これを大学院の学生に公開  





 ○大学院の学生が、災害科学に関する 新の研究発表・聴講ができる支援体制をつくる。 
 ○国際連携のための仕組みをつくり、大学院の学生の海外における災害科学に関する研修を支援する。 









 他方、全学教育講義科目として、本研究所設立時の振替定員に基づき 8 科目以上の提供が要請されている。
このうち 6 科目はカリキュラムの連続性の制約から、心理学、教育学を 2 科目（人間・社会対応研究部門：邑
本俊亮教授）、歴史学を 1 科目（人間・社会対応研究部門：佐藤大介准教授）、そして BCP を 1 科目（人間・


























全安心に生きる」という３つの視点からリーダーを養成するために、平成 24 年度の準備期間を経て、平成 26
年度も｢実践的防災学 I-VIII」、「安全工学フロンティア研修（C-lab)」などの授業を提供し、教育活動を実施し





究成果を学ぶ機会を提供している。平成 27 年度は、国内 167 件、外国 29 件の大学院生に対する学会やワーク
ショップへの参加および発表の支援を行った。また、国外の学術機関と協力協定を締結し、経済的負担を下げ
ると同時に研修先の情報を得やすくした。 
以上の結果、平成 27 年度の本研究所の教員の学生への研究指導とその成果は、以下のようである。 
 
博士論文指導（主査・副査）： 28 件 
修士論文指導（主査・副査）： 60 件 
卒業論文指導：   52 件 
博士学位取得（学内・学外）：  5 件 


















○ IRIDeS Quarterly日本語版 編集・発行：東北大学災害科学国際研究所ニューズレターワーキング   
グループ 
・vol.11（2015/6/1発行） 
  特集：第３回国連防災世界会議を振り返る、東北の火山の動向、石巻における防災教育 
・vol.12（9/1発行） 
  特集：IRIDeS緊急調査団、災害シミュレーション、災害産婦人科 
・vol.13（12/1発行） 
  特集：ネパール地震 医療分野の調査、次世代に継承される体験談、海底地形が左右する台風被害 
・vol.14（2016/3/11発行）3.11メモリアル号 
  特集：IRIDeSのこれまでとこれから、緊急被ばく医療推進センター、砂浜の役割を数値化 
 
○ IRIDeS Quarterly英語版 Edited/Published by Tohoku University, IRIDeS Newsletter Working Group 
・vol.6（2015/9/1発行）内容：日本語版vol.11およびvol.12 
・vol.7（2016/3/11発行）3.11 memorial 内容：日本語版vol.13およびvol.14 
 
○ IRIDsS Report（イリディス・レポート）04 日本語版・英語版 編者・発行：東北大学災害科学国際    
研究所 
2016/3/11発行 内容：所長対談（東京海上日動、復興庁宮城復興局）ほか      
 
 




























小野 裕一（情報管理・社会連携部門 社会連携オフィス） 
3. 「人々のからだとこころの健康を中心にした防災枠組みへ」 
江川 新一・佐々木 宏之（災害医学研究部門 災害医療国際協力学分野） 
4. 「災害ロボットの社会実装」 
  田所 諭（地域・都市再生研究部門 災害対応ロボティクス研究分野／大学院情報科学研究科） 
5. 「パブリックフォーラム”東南アジアの近年の大規模水災害からの教訓”を開催した背景，意義と今後の大き
な課題」 
呉 修一（災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野） 
 
 
第２８回 『被災地の復興はどこまで進んだか（２）』 平成 27 年 6 月 26 日（金）16 時 30 分～  
会 場：東北大学災害科学国際研究所棟 1 階 多目的ホール 
1. 「地域資源を活用した大規模災害時の住宅政策に関する考察」 
岩田 司（地域・都市再生研究部門 都市再生計画技術分野） 
2. 「復興と地域住民組織―いわき市平豊間地区を事例に―」 
松本 行真（リーディング大学院 グローバル安全学トップリーダー育成プログラム） 
3. 「健康は復興したか？」 
栗山 進一（災害医学研究部門 災害公衆衛生学分野） 
4. 「学校・子ども視点の復興〜石巻市東部沿岸部の小学校の事例から〜」 
桜井 愛子（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 
5. 「復興の今〜石巻・女川を例に〜」 
平野 勝也（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 
395
第２９回（平成 26 年度特定プロジェクト研究成果報告会） 平成 27 年 7 月 12 日（日）9 時～17 時 
会場：災害科学国際研究所棟 1 階 多目的ホール 
・口頭発表（拠点研究 A） 
1. 広域被害把握・調査・解析に基づく被災地状況マッピングチームの創成 
越村 俊一（災害リスク研究部門 広域被害把握研究分野） 
2. 日本・東南アジアの豪雨・台風被害の減災に向けた実践防災学的アプローチ 
呉 修一（災害リスク研究部門 災害ポテンシャル研究分野） 
3. 災害を生きる力とは？―８因子の認知脳科学的分析 
杉浦 元亮（人間・社会対応研究部門 災害情報認知研究分野） 
4. ゲームを用いた災害教育の開発とその国際応用-どこでも・だれでも・たのしくできる実践的防災学の展開
- 
野内 類（人間・社会対応研究部門 災害情報認知研究分野） 
5. 石巻市(市街地部)の再・創生のための研究及び実践活動 
小野田 泰明（情報管理・社会連携部門 災害復興実践学分野） 
6. ニュージーランド・ヒクランギ沈み込み帯のプレート間相対運動の収支 
日野 亮太（災害理学研究部門 海底地殻変動研究分野） 
7. 東北地方太平洋沿岸域における段丘・埋没地形の分布高度・編年に基づく長期地殻変動の復元と巨大海溝
型地震にともなう歪みの蓄積・解放過程の解明 
丹羽 雄一（災害理学研究部門 国際巨大災害研究分野） 
8. 災害に強い保健・医療供給体制に関する連携研究 
江川 新一（災害医学研究部門 災害医療国際協力学分野） 
9. エビデンスに基づいた災害精神医学の確立 
富田 博秋（災害医学研究部門 災害精神医学研究分野） 
10. 研究所の実践的防災学の知見を国際防災政策に反映させるための研究 
小野 裕一（情報管理・社会連携部門 社会連携オフィス） 
11. 被災地の女性が健康を維持するために：子宮がん検診受診率回復への方策と、災害後起こり得る女性疾患
の検証 
伊藤 潔（災害医学研究部門 災害産婦人科学分野） 
12. 「みちのく震録伝」の震災アーカイブ利活用基盤システムの構築と実践 




第３０回 『災害対応のための最新テクノロジー』 平成 27 年 8 月 28 日（金）16 時 30 分～ 
会 場：東北大学災害科学国際研究所棟 1 階 多目的ホール 
1. 「増幅機構付き質量ダンパーを用いた長周期地震動対策」 
五十子 幸樹（災害リスク研究部門 最適減災技術研究分野） 
2.「減災・防災のための数値シミュレーション」 
森口 周二（地域・都市再生研究部門 地域安全工学研究分野） 
3.「対災害ロボティクステクノロジ」 
永野 光（地域・都市再生研究部門 災害対応ロボティクス研究分野） 
4.「電波科学による防災・減災」 




第３１回 『仙台防災枠組』 平成 27 年 9 月 25 日（金）17 時～ 
（『みやぎ防災・減災円卓会議』共同開催） 
会 場：河北新報社 1 階ホール（仙台市青葉区五橋１－２－２８） 
1. 基調報告・研究者の学の立場から「Sendai Framework の分析と特徴」 
村尾 修（災害科学国際研究所 地域・都市再生研究部門 国際防災戦略研究分野 教授） 
2. 国の立場から「仙台防災枠組の推進について」 
齊藤 馨（内閣府（防災担当） 参事官（普及啓発・連携担当）） 
3. 企業・経済界の立場から「災害対応力強化と民間セクター～取組みの視点と仙台防災枠組～」 
蓮江 忠男（株式会社ウェルシィ 東北支社 部長） 
4．市民団体の立場から「女性のリーダーシップと多様性」 
宗方 恵美子（特定非営利活動法人イコールネット仙台 代表理事） 
5．総合討論 




第３２回 『地球変動の理解』 平成 27 年 10 月 30 日（金）16 時 30 分～ 
会 場：東北大学災害科学国際研究所棟１階多目的ホール  
1.「仙台平野南部の伏在活断層とその北部延長における活断層の連続性」 
岡田 真介（災害理学研究部門 地盤災害研究分野） 
2．「東北地方の火山活動」 
三浦 哲（災害理学研究部門 火山ハザード研究分野） 
3．「全球海洋観測システムの現状と将来」 
須賀 利雄（災害理学研究部門 気象・海洋災害研究分野） 
 
 
第３３回 『非常事態と人間のふるまい』 平成 27 年 11 月 27 日（金）16 時 30 分～ 
会 場：東北大学災害科学国際研究所棟 1 階多目的ホール  
1.「心理状態が車津波避難の効率性に与える影響」 
奥村 誠 （人間・社会対応研究部門 被災地支援研究分野） 
2．「改訂後の津波警報に対する地域住民と大学生の認識と警報受信時の行動」 
行場 絵里奈 （人間・社会対応研究部門 災害情報認知研究分野） 
3．「災害を生きる力の８因子と非常時の自助・共助行動」 




特別開催『21 世紀文明シンポジウム「減災～東日本大震災から 5年」』 平成 28 年 1 月 22 日（金）13 時～ 
会 場：東北大学川内萩ホール 
第1部 防災減災「震災 5 年の誓い／犠牲を繰り返さないために」 




基調講演：五百旗頭 真（ひょうご震災記念 21 世紀研究機構） 
パネルディスカッション：御厨 貴（東京大学）・阿部 秀保（東松島市長）・今井 照（福島大学行政政策類）・
番匠 幸一郎（陸上自衛隊）・坪井 ゆづる（朝日新聞東北復興取材センター／仙台総局） 
 
 
第３４回 『若手による災害科学研究レビュー』 平成 28 年 2 月 19 日（金）16 時 30 分～ 
会 場：東北大学災害科学国際研究所棟 1 階多目的ホール  
1.「東北日本の温度構造と水循環：地震活動のより良い理解に向けて」 
川田 佳史 （災害理学研究部門 海底地殻変動研究分野） 
2．「複合化・複雑化する津波災害への備え」 
山下 啓 （地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部門） 
3．「災害感染症の早期抗原特定及びバイオマーカー研究」 
















No. 配信日 配信時刻 配信社 タイトル 掲載教員 分類




2 2015/4/1 新聞（全国） 読売新聞 感震ブレーカー設置推進　防火 防災の切り札に 遠田晋次 報道










5 2015/4/6 新聞（地方） 東京新聞 謎の「津波石」 後藤和久 その他



















11 2015/4/13 新聞（その他） 朝日小学生新聞 昔の文書を防災に生かす 蝦名裕一 報道
12 2015/4/13 テレビ 仙台放送 蔵王山の現状について 三浦哲 報道
13 2015/4/13 その他 HUFF POST SOCIETY 蔵王山に初の火口周辺警報　小規模噴火の可能性 三浦哲 報道
14 2015/4/14 テレビ TBS 蔵王に火口周辺警報、地元では生活や観光に心配 三浦哲 報道
15 2015/4/15 テレビ NHK 向洋高校保存 来月までに方針 川島秀一 報道
16 2015/4/15 新聞（全国） 読売新聞 蔵王山 火山性地震 １４日も頻発 三浦哲 報道
17 2015/4/15 新聞（地方） 河北新報 ＜蔵王山＞大地震が噴火誘発？数年内に連動か 三浦哲 報道








20 2015/4/16 新聞（地方） 河北新報 気仙沼向洋高旧校舎　遺構保存を・市検討会議 川島秀一 報道




22 2015/4/18 新聞（地方） 河北新報 ＜国連防災会議総括＞活動継続　市民の手で 災害科学国際研究所 報道






24 2015/4/19 新聞（地方） 西日本新聞 寛政の大津波の犠牲者供養　熊本市、教訓今に地鎮祭 川島秀一 報道
25 2015/4/20 テレビ NHK 火口周辺警報発表から１週間 三浦哲 報道
26 2015/4/23 テレビ NHK総合 ［琉球海溝・江戸時代１万人以上死亡の大津波］ 災害科学国際研究所 報道
27 2015/4/29 新聞（全国） 毎日新聞 ネパール地震：人口増に対策追いつかず　災害研の小野教授が指摘 小野裕一 報道
28 2015/4/29 新聞（地方） 河北新報 学校防災強化へ推進会議新態勢　石巻市教委 今村文彦、佐藤健
報道
資料提供
29 2015/5/1 テレビ フジテレビ 「あしたのコンパス」　ネパール大地震 地引泰人 報道
30 2015/5/5 ラジオ NHKラジオ 東日本大震災からの復興（午後のマリアージュ） 保田真理 出演
31 2015/5/6 新聞（その他） 防災情報新聞





32 2015/5/8 新聞（地方） 石巻かほく 石巻市学校防災推進会議　本年度、初会合　ＷＧ設置など確認 佐藤健 報道

































41 2015/5/12 新聞（地方） 河北新報 ＜気仙沼向洋高＞南校舎だけ遺構保存　市決定 川島秀一 報道
42 2015/5/12 新聞（地方） 河北新報 ＜広域防災拠点＞整備手法で岩手、宮城持ち味 佐藤健
報道
資料提供











45 2015/5/13 新聞（全国） 読売新聞 宮城県沖の地震、火山活発化の兆候なし…気象庁 遠田晋次
報道
企画協力
46 2015/5/13 新聞（全国） 朝日新聞 静かな蔵王山、警報解除待つ地元　発令１カ月、迷う気象台 三浦哲 報道
47 2015/5/13 新聞（地方） 河北新報 ＜蔵王山＞観測データ蓄積少なく見極め困難 三浦哲 報道






49 2015/5/15 新聞（地方） 河北新報 ＜ネパール地震＞震災経験踏まえ東北大支援へ 富田博秋
報道
資料提供
50 2015/5/19 新聞（全国） 毎日新聞 津波広域予測20分で 越村俊一 資料提供
51 2015/5/22 新聞（地方） 河北新報 自然科学の若手研究者を奨励賞　インコス財団 有働恵子 報道
52 2015/5/22 テレビ NHK宮崎 イブニング宮崎「防災ミニ番組　みんなで防災！」 佐藤翔輔 報道
53 2015/5/23 新聞（地方） 三陸新報 ネズミとの闘い（１） 川島秀一 報道
54 2015/5/24 新聞（地方） 岩手日報 【陸前高田】自主防災どうけん引　震災後初のリーダー研修会 佐藤健
報道
資料提供
55 2015/5/24 新聞（地方） 東海新報社 地域力の重要性再認識　震災後初の自主防災リーダー研修 佐藤健
報道
資料提供
56 2015/5/25 その他 マイナビニュース 1970年代に収束した感染症が東北で再発生 - 死に至ることも 災害医学研究部門 報道
57 2015/5/25 新聞（その他） 日刊建設工業新聞 国土地理院／６月３日は「測量の日」／全国各地で関連行事 今村文彦 報道
58 2015/5/25 テレビ NHK宮崎 ①家族の情報を確認しよう 佐藤翔輔 出演
59 2015/5/25 テレビ NHK宮崎 ②非常持出品を準備しよう 佐藤翔輔 出演
60 2015/5/25 テレビ NHK宮崎 ③災害時の連絡先を確認しよう 佐藤翔輔 出演
61 2015/5/25 テレビ NHK宮崎 ④防災の役割を決めよう 佐藤翔輔 出演
62 2015/5/25 テレビ NHK宮崎 ⑤避難場所を確認しよう 佐藤翔輔 出演
63 2015/5/25 テレビ NHK宮崎 ⑥発災後の役割を決めよう 佐藤翔輔 出演




65 2015/5/27 その他 日刊ゲンダイ 揺れだしてから警告音 “直下型”では「緊急地震速報」役立たず 遠田晋次 報道






67 2015/5/28 テレビ NHK（他1件） 東北大がネパール地震の報告会 今村文彦 報道
400
No. 配信日 配信時刻 配信社 タイトル 掲載教員 分類
69 2015/5/28 テレビ 仙台放送（他1件） いのちを守る　ネパール大地震の報告会が行われました。 今村文彦 報道
71 2015/5/29 新聞（地方） 河北新報 東北大の今村所長　ネパール視察を報告 今村文彦 報道
72 2015/5/29 新聞（全国） 朝日新聞 被災のネパール、医療専門家不足　東北大災害研・今村所長 今村文彦 報道
73 2015/6/3 新聞（地方） 河北新報 地震・噴火続発　列島１０００年周期不安定？ 山本希 報道
74 2015/6/5 新聞（全国） 読売新聞 論点　地震・火山列島と認識せよ 遠田晋次 執筆
75 2015/6/5 テレビ BS日テレ 津波浸水被害想定の視察 今村文彦 報道
76 2015/6/5 テレビ さくらんぼテレビ 時間帯・避難速度を考慮し策定 今村文彦 報道
77 2015/6/5 テレビ テレビュー山形 新たな津波の浸水予想図の作成に向け検討委員会 今村文彦 報道
78 2015/6/5 テレビ NHK山形 日本海津波、検討委員会が視察 今村文彦 報道
79 2015/6/5 新聞（地方） 河北新報 交差点 「震災データ解析急ぐ」 有働恵子 執筆
80 2015/6/6 新聞（全国） 毎日新聞 県津波検討委：酒田、鶴岡の海岸部視察　「冬場の訓練も必要」 今村文彦 報道
81 2015/6/6 新聞（地方） 河北新報 日本海津波の課題探る　検討委が沿岸部を視察 今村文彦 報道
82 2015/6/6 テレビ NHK山形 やまがたスペシャル「知っておきたい！“蔵王”の火山活動」 佐藤翔輔 報道
83 2015/6/8 新聞（全国） 産経新聞 想定外のネパール地震　「空白域」は解消されず 遠田晋次 報道
84 2015/6/9 テレビ NHK テレまさむね  県民防災の日シリーズ 源栄正人 報道
85 2015/6/9 テレビ 日本テレビ スッキリ！ 源栄正人 出演
86 2015/6/10 テレビ TUFテレビユー福島 カードゲームで防災授業 久利美和 報道
87 2015/6/11 テレビ 仙台放送 「みやぎ県民防災の日」を前に気仙沼市で総合防災訓練 丸谷浩明 報道




89 2015/6/11 新聞（地方） 河北新報 津波被災地PTSD高い傾向　東北大調査 富田博秋
報道
資料提供
90 2015/6/11 新聞（全国） 毎日新聞 沿岸部に抑うつ傾向　内陸部より高く 富田博秋
報道
資料提供
91 2015/6/11 新聞（全国） 日経新聞 沿岸部 高い抑うつ傾向　宮城で被災者調査 富田博秋
報道
資料提供
92 2015/6/11 新聞（地方） 福島民放 減災の知識児童学ぶ　いわきの豊間小児童 久利美和 報道
93 2015/6/11 ラジオ NHK仙台 ゴジだっちゃ！「防災研究最前線」　火山一般、蔵王火山 久利美和 出演
94 2015/6/12 新聞（全国） 読売新聞 カードゲームで防災を…いわき市豊間小 久利美和 報道
95 2015/6/12 新聞（地方） 三陸新報 情報共有で課題も　県民防災の日　気仙沼市が図上訓練 丸谷浩明 報道
96 2015/6/12 新聞（全国） 毎日新聞朝刊地方版 図上訓練：地震・津波災害対応、気仙沼市で／宮城 丸谷浩明 報道
97 2015/6/13 新聞（全国） 朝日新聞 教えて！ 復興予算(8)　商工業の再建　支援の方法は？ 増田聡 報道
98 2015/6/13 新聞（地方） 河北新報 ネパール視察の八木氏 東北大で報告会 災害科学国際研究所 報道
99 2015/6/13 新聞（地方） 三陸新報 ネズミとの闘い（２） 川島秀一 報道










102 2015/6/16 新聞（全国） 朝日新聞 蔵王山「活動落ち着く」 警報きょうにも解除 三浦哲 報道










105 2015/6/19 新聞（全国） 産経ニュース Ｍ８地震新想定　静岡県、２８海岸堤防の高さ引き上げへ 今村文彦 報道
106 2015/6/19 新聞（全国） 読売新聞 津波想定１１市区町高く 今村文彦 報道
107 2015/6/19 新聞（地方） 静岡新聞 南伊豆の最大津波高１５メートル　静岡県が新想定 今村文彦 報道









110 2015/6/20 新聞（地方） 河北新報 防潮堤頼み鮮明　宮城県が海岸保全計画改定案 今村文彦 報道















115 2015/6/25 新聞（全国） 日本経済新聞 （専門家の見方）「復興見直す機会に」 増田聡 報道






118 2015/7/0 その他（雑誌） 建築誌 仮設を活かした人間中心住宅復興 マリ エリザベス 資料提供
119 2015/7/1 新聞（地方） 河北新報 ＜医進伝心＞「健康復興」は実現したか？メンタル面の課題 今も 栗山進一 報道




























143 2015/7/7 テレビ BS日テレ 郡山市で　防災ハンカチを使った出前授業 保田真理 報道
144 2015/7/8 テレビ NHK 小学校で防災意識高める授業 保田真理 報道








てれまさむね 「災害科学科」新設 佐藤翔輔 報道
148 2015/7/10 新聞（地方） 福島民友 ハンカチで学ぶ減災　郡山・芳賀小で東北大が出前授業 保田真理 報道












152 2015/7/15 テレビ 仙台放送 東北大 自然災害科学の研究報告会 災害科学国際研究所 報道
153 2015/7/16 新聞（全国） 読売新聞 新恐竜学（下）コンピューターで迫る実態 後藤和久 その他













No. 配信日 配信時刻 配信社 タイトル 掲載教員 分類




158 2015/7/23 新聞（全国） 読売新聞 記憶と心　脳科学で探る…東北大と本誌が講座 富田博秋
報道
資料提供
159 2015/7/23 新聞（その他） 日刊建設工業新聞 回転窓／コンペから広がるつながり 平野勝也 その他
160 2015/7/24 新聞（全国） 産経新聞 防災に強い人材を世界へ　来春、多賀城高に「災害科学科」 佐藤翔輔
報道
資料提供
161 2015/7/24 新聞（地方） 河北新報 ウェルカム被災地へ　多賀城高生、海外の学生ら案内 災害科学国際研究所 報道






164 2015/8/0 その他 建築誌 前例ないNY市の住宅復旧政策 Maly、 Elizabeth 資料提供




166 2015/8/4 新聞（全国） 時事通信社 防災考えるきっかけに＝米首都で津波の知識普及 保田真理 報道
167 2015/8/4 その他 Yahooニュース 東北大学の保田真理助手 保田真理 報道
168 2015/8/4 新聞（その他） 建設新聞社 【東北】建築教育の在り方を探る―東日本建築教育研究会山形大会 姥浦道生 報道
169 2015/8/5 新聞（地方） 河北新報 米首都で津波防災発信 保田真理 報道










Typhoon Haiyan's Destructive Tsunami-like Waves Generated by 













178 2015/8/9 新聞（地方） 石巻かほく 旧北上川河口かわまちづくり検討会　市民部会を継続 平野勝也 報道




182 2015/8/13 新聞（地方） 三陸新報 平常時からの見守り重要 自主防災組織連 要支援者避難で研修 安倍祥 報道




184 2015/8/23 テレビ テレビ岩手 「みんなの防災手帳」内陸市町村配布へ 今村文彦、佐藤翔輔 報道
185 2015/8/26 新聞（地方） 石巻日日新聞 震災の教訓 未来に生かして 石巻西高で開放講座 佐藤翔輔
報道
資料提供
186 2015/8/30 新聞（地方） 石巻かほく 震災を語り継ぐ　石巻西高と連携し市民開放講座　東松島市図書館 佐藤翔輔
報道
資料提供
187 2015/8/30 新聞（地方） 東京新聞サンデー版 学校の耐震化「子どもの命を守るには」 源栄正人
報道
資料提供
188 2015/9/0 その他（雑誌） 建築誌 個人の財産か社会福祉? マリ エリザベス 資料提供
189 2015/9/1 新聞（地方） 福島民報 【会津縦貫北道路】効果高める広域連携を 奥村誠 報道
190 2015/9/2 新聞（全国） 読売新聞 防災訓練 工夫凝らし…ツイッターで避難情報 災害科学国際研究所 報道
191 2015/9/4 新聞（地方） 河北新報 子どもの命どう守る　教諭、住民ら防災学ぶ 保田真理 報道
192 2015/9/5 新聞（地方） 東海新報 伝承施設整備への検討委始動　展示の基本方向議論 柴山明寛 報道
193 2015/9/6 新聞（地方） 三陸新報 大漁唄込みのルーツ探る-唐桑でシンポジウム 川島秀一 報道
194 2015/9/6 ラジオ Date FM 東北大防災update　国連防災会議と健康 江川新一 出演
195 2015/9/9 テレビ 仙台放送 福島県内の土砂災害警戒情報全解除 土砂災害の注意点は? 森口周二 報道











198 2015/9/10 ラジオ NHK仙台 ゴジだっちゃ！「防災研究最前線」　火山一般、桜島 久利美和 出演
199 2015/9/11 テレビ 東日本放送 鬼怒川決壊に関する特別番組 呉修一 報道
200 2015/9/11 テレビ テレビ朝日 宮城に特別警報・堤防また決壊・鬼怒川決壊などで23人不明 呉修一 報道
201 2015/9/11 テレビ NHK東北 クローズアップ東北「復興予算　問われる自治体の戦略」 平野勝也 報道
202 2015/9/11 テレビ テレビ朝日 大崎市渋井川・バックウォーターエフェクトによる決壊の可能性 呉修一 出演
203 2015/9/12 テレビ NHK東北 東北大の専門家が川を視察 呉修一 報道
204 2015/9/12 新聞（地方） 河北新報 減災の備えクイズで確認　東北大が出前授業 保田真理 報道
205 2015/9/12 テレビ NHK仙台 【ニュース645】　避難情報の発信を複合化的に 佐藤翔輔 報道




207 2015/9/14 テレビ 仙台放送 記録的豪雨　渋井川はなぜ氾濫したのか専門家に聞きました。 呉修一 報道




209 2015/9/15 テレビ NHK東北 小規模な川でも被害「備えを」 呉修一 報道









212 2015/9/16 新聞（地方） 河北新報 リレーエッセー　医進伝心／災害に強い社会構築へ 江川新一 報道
213 2015/9/16 新聞（全国） 共同通信社 行政の介入難しい 森口周二
報道
企画協力
214 2015/9/16 新聞（地方） 河北新報 新指針　仙台行動枠組み　心と体の健康を重視 江川新一
報道
企画協力
215 2015/9/16 新聞（地方） 河北新報 仙台防災枠組と医療 江川新一 報道
216 2015/9/17 新聞（地方） 河北新報 ＜宮城豪雨＞土砂崩れ　土盛り部に雨水流入 森口周二
報道
企画協力
217 2015/9/17 新聞（全国） 毎日新聞 関東・東北豪雨：バックウオーター現象が決壊原因か 呉修一 報道
218 2015/9/17 新聞（地方） 河北新報 東北大災害研が調査結果発表 呉修一 報道
219 2015/9/18 テレビ 仙台放送 津波注意報　3市町で避難勧告も避難所の利用ほとんどなし 今村文彦 報道
220 2015/9/19 新聞（地方） 河北新報 ＜チリ地震津波＞大雨とＷパンチ　避難に課題 安倍祥 報道




222 2015/9/20 ラジオ Date FM 東北大防災update　わが国の災害医療のしくみ 江川新一 出演
223 2015/9/20 新聞（地方） 河北新報 検証 命の現場  医療 富田博秋 資料提供
224 2015/9/25 テレビ NHK 震災後整備の防潮堤 ４割が計画と「ずれ」 平野勝也
報道
企画協力
225 2015/9/27 新聞（地方） 河北新報 ＜歴史資料＞散逸防ぐ活動、意義学ぶ 天野真志
報道
資料提供
226 2015/9/27 新聞（地方） 河北新報 「漁協文庫」活用考える　気仙沼・大島　研究者と島民シンポ 川島秀一 報道
227 2015/9/28 新聞（全国） 読売新聞 サイエンス講座 利根川氏語る　最新脳科学で「記憶」解説 富田博秋 報道
228 2015/9/30 テレビ テレビ岩手 「みんなの防災手帳」内陸21市町村の全世帯にも配布 災害科学国際研究所 報道
229 2015/9/30 テレビ 仙台放送 仙台市の小学校で防災授業 スタンプラリーで防災・減災学ぶ 災害科学国際研究所 報道
230 2015/10/1 新聞（地方） 岩手日報 24時間テレビチャリティー委が防災手帳を盛岡市に寄贈 今村文彦 報道




No. 配信日 配信時刻 配信社 タイトル 掲載教員 分類















235 2015/10/7 新聞（地方） 河北新報 「仮設のカビ」健康影響調査 石巻 24、25日未成年者を対象に 栗山進一 報道







ゴジだっちゃ！ 「防災研究最前線」宮城豪雨が警戒するもの 佐藤翔輔 出演




239 2015/10/11 新聞（地方） 河北新報 ＜震災４年７カ月＞暮らしの今　沿岸１５市町調査 災害科学国際研究所
報道
資料提供
240 2015/10/11 新聞（地方） 河北新報 ＜震災４年７カ月＞復興客観解析　再生の一助に 佐藤翔輔
報道
資料提供









243 2015/10/11 テレビ NHK 巨大地震 海底でプレート調査 境界にひずみか 日野亮太 報道
244 2015/10/11 ラジオ Date FM 東北大防災update　世界の災害時のメンタルヘルスケアの状況 富田博秋 出演
245 2015/10/11 新聞（地方） 河北新報朝刊 ＜福祉の今＞生活保護率 被災直後低下 翌年再び上昇 佐藤翔輔 資料提供
246 2015/10/15 新聞（地方） 河北新報 ＜紙面センサー＞ 科学 若い読者に伝えて 久利美和 執筆
247 2015/10/22 テレビ NHK東北 噴火の手がかり人工地震で探る 三浦哲 報道
248 2015/10/22 テレビ BS日テレ 片岡愛之助の解明！歴史捜査 蝦名裕一 出演
249 2015/10/24 新聞（全国） 日本経済新聞 仮設のカビ、影響調査　東北大が未成年者検診 栗山進一 報道
250 2015/10/24 テレビ NHK東北 被災地で子ども健康調査実施へ 栗山進一 報道
251 2015/10/24 新聞（地方） 石巻かほく 仮設住宅でカビ多発　きょう、あす未成年者集団検診 石巻 栗山進一 報道














255 2015/10/26 新聞（その他） 教育新聞社 高校生が科学研究に挑む 成果を英語でまとめ発表 久利美和 報道
256 2015/10/27 新聞（地方） 京都新聞 （特集）備える　命を守るために　古文書の防災 佐藤大介
報道
企画協力




258 2015/10/29 新聞（地方） 河北新報 歴史資料レスキュー　地域の宝　住民が守る 天野真志
報道
資料提供
259 2015/10/30 新聞（全国） 読売新聞 サイエンス講座紹介 東北大3氏講演 富田博秋 報道
260 2015/10/31 ラジオ 毎日放送 津波を想定した避難の在り方「大阪むすび塾」 保田真理 出演




262 2015/11/1 新聞（地方） 河北新報 ＜むすび塾＞児童に「減災」呼び掛け 保田真理 執筆




264 2015/11/1 新聞（地方） 河北新報朝刊 広域防災拠点の利活用に期待 佐藤健 資料提供
265 2015/11/1 ラジオ Date FM 東北大防災update　石巻市での「復興マップづくり」 桜井愛子 出演
266 2015/11/4 新聞（全国） 日本経済新聞 国際航業、災害情報の即時提供サービスの事業化に着手 災害科学国際研究所 報道
267 2015/11/4 新聞（その他） 防災情報新聞
〈 11月5日は「津波防災の日」 〉 津波防災の主流化・習慣化に向
けて
災害科学国際研究所 報道
268 2015/11/5 新聞（全国） 読売新聞 「津波避難ポーズ」披露、首相もふなっしーも 今村文彦 報道
269 2015/11/5 新聞（全国） 朝日新聞 「正しい知識を」安倍首相ら訴え　津波防災の日イベント 今村文彦 報道
270 2015/11/6 新聞（地方） 河北新報 ＜津波防災の日＞築く　緑の防潮堤 今村文彦 報道
271 2015/11/6 新聞（全国） 読売新聞 沿線開発　高コストで遅れ　東西線開業まで1か月 奥村誠 報道









274 2015/11/11 テレビ TBS Nスタみやぎ　教訓を次の災害へ、被災企業のＢＣＰ 丸谷浩明 報道
275 2015/11/11 新聞（地方） 中日新聞 南海トラフ備え　安置所の選定に自治体難航 丸谷浩明 報道
276 2015/11/11 新聞（地方） 河北新報 ＜むすび塾＞訓練重ねパニック回避 保田真理 執筆




278 2015/11/12 新聞（地方） 石巻かほく 大震災・伝承のかたち～「阪神」被災地報告（下）　震災遺構 佐藤翔輔
報道
企画協力
279 2015/11/13 その他 exciteニュース 東北大、太平洋プレート速度の実測に成功…今後の地震予測に貢献 木戸元之、日野亮太 報道
280 2015/11/13 その他 Hazard lab 東日本大震災 プレートの沈み込みは年間18センチ 通常の2倍 木戸元之、日野亮太 報道
281 2015/11/13 新聞（全国） 朝日新聞 （プロメテウスの罠）僕たちの廃炉：２０　ロボット活用元年だ 田所諭 報道
282 2015/11/14 新聞（地方） 石巻かほく 防災体験学習に６００人　東松島市民も聴講　石巻西高 佐藤翔輔
報道
資料提供
283 2015/11/14 新聞（地方） 山形新聞 金山型住宅の魅力発信 金山杉サミット 岩田司 報道
284 2015/11/14 テレビ 東北放送 「Nスタみやぎ」　太平洋プレート　震災以降２倍の速さで移動 日野亮太 報道
285 2015/11/15 新聞（地方） 河北新報 ＜紙面センサー＞ 予測限界と社会的判断 久利美和 執筆
286 2015/11/15 新聞（全国） 日本経済新聞 宮城県沖プレート、震災後沈む速度２倍に　東北大など計測 災害科学国際研究所 報道
287 2015/11/15 ラジオ JAM THE WORLD HEART OF HEART 歴史資料レスキュー 天野真志 出演
288 2015/11/15 ラジオ ラジオ石巻 防災特別番組「石巻市総合防災訓練　自分で守る・地域で支える」 佐藤翔輔 出演




290 2015/11/22 テレビ NHK 長野県北部地震の断層 ３００年前にも活動か 遠田晋次 報道
291 2015/11/25 その他 石巻西高実況中継 防災体験学習Ⅱ 東北大学の佐藤先生の基調講演 佐藤翔輔 資料提供








294 2015/11/26 新聞（全国） 産経新聞 【東西線出発進行！】（上）まちづくり変える「十字型」仙台 奥村誠 報道








297 2015/12/2 新聞（地方） 河北新報 ＜勝手にノーベル賞＞地雷探知を効率化 佐藤源之 報道




299 2015/12/4 新聞（地方） 石巻かほく 震災学習促進へ官民連携 石巻地方で実践研究 ２０日に会議 佐藤翔輔
報道
資料提供
300 2015/12/5 新聞（全国） 朝日新聞 被災地 エコカーを電源に 電気取り出しガソリン節約 柴山明寛 報道
403
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304 2015/12/6 新聞（全国） 朝日新聞 金山の街の美しさ、課題は／根ほり葉ほり 岩田司 報道
305 2015/12/8 テレビ NHK山形 想定津波浸水域 素案示される 今村文彦 報道
306 2015/12/8 テレビ TUY Nスタやまがた「沿岸域での津波高く　内地では浸水域現象」 今村文彦 報道
307 2015/12/8 テレビ さくらんぼテレビ みんなのニュース「津波浸水・沿岸部でより「高く」「広く」」 今村文彦 報道
308 2015/12/9 新聞（全国） 読売新聞 地震津波　最大１６メートル超…県が予測 今村文彦 報道
309 2015/12/9 新聞（全国） 朝日新聞 津波の高さ 酒田港など大幅増 今村文彦 報道
310 2015/12/9 新聞（地方） 山形新聞 県津波被害想定委、新素案を提示　浸水範囲狭まる 今村文彦 報道
311 2015/12/9 新聞（地方） 河北新報 ＜津波＞山形沿岸３市町「重く受け止める」 今村文彦 報道
312 2015/12/9 新聞（地方） 中日新聞 研究者が取り組み紹介　愛知県豊橋市で防災・減災シンポ 佐藤健
報道
資料提供




315 2015/12/10 新聞（その他） 防災情報新聞
〈 仙台発：震災の教訓 〉 震災前からの実践が活きた――「サ
バ・メシ」で備えを！
今村文彦 報道
316 2015/12/10 新聞（地方） 河北新報 防災教育の在り方探る 公開研究会 佐藤健 報道




318 2015/12/10 新聞（地方） 河北新報朝刊 防災教育の在り方探る　公開研究会 佐藤健 資料提供




320 2015/12/14 テレビ 福島放送（他1件） 津波襲来時の対処法学ぶ　いわきで講演会 今村文彦 報道
322 2015/12/15 新聞（地方） 河北新報 ＜紙面センサー＞ 災いと恵み 境界どこに 久利美和 執筆
323 2015/12/15 その他 市報ひがしまつしま 正しい知識で災害に備える 石巻西高防災体験学習 佐藤翔輔 資料提供
324 2015/12/16 新聞（地方） 石巻日日新聞 協働の震災学習を考察　基調講演や事例報告 佐藤翔輔
報道
資料提供





















330 2015/12/19 新聞（全国） 読売新聞 研修制度改革へ「反乱」 江川新一 報道
331 2015/12/19 新聞（地方） 河北新報朝刊 石巻の震災伝承探る あす 連携強化へ初会議 佐藤翔輔 資料提供
332 2015/12/20 ラジオ Date FM 東北大防災update　災害と戦う先人達―川村孫兵衛について― 蝦名裕一 出演





334 2015/12/21 新聞（全国） 読売新聞 非常電源「不十分」1割 首都直下や南海トラフ採択地域の97市町村 丸谷浩明
報道
企画協力
335 2015/12/22 新聞（地方） 三陸新報 BCPの必要性強調 水産加工早期復旧に助言 丸谷浩明 報道
336 2015/12/24 ラジオ NHK 福岡放送局
はっけんラジオ　Power Of Love ～ココロに花を　歴史資料を守
れ！
天野真志 出演




338 2015/12/26 新聞（地方） 河北新報 ＜年末年始＞エルニーニョ　冬将軍足踏み 岩崎俊樹 報道
339 2015/12/26 新聞（地方） 石巻かほく 震災学習、利用者減の傾向　11団体が課題や成果発表　石巻 佐藤翔輔 資料提供
340 2015/12/27 テレビ 仙台放送 みんなのニュースＳＰ2015「未来のいのちを守るため」 呉修一 出演
341 2015/12/27 テレビ 仙台放送 みんなのニュースＳＰ2015「未来のいのちを守るため」１ 今村文彦 出演






343 2015/12/27 テレビ 仙台放送 みんなのニュースＳＰ2015「未来のいのちを守るため」６　女川 今村文彦 出演




345 2016/1/0 その他 まなびの目 東日本大震災のあらゆる記録を未来へ 柴山明寛 執筆
346 2016/1/4 新聞（全国） 朝日新聞 急増メガソーラー、摩擦も　「災害を懸念」「景観悪化」反対運動 森口周二
報道
企画協力




348 2016/1/9 新聞（全国） 朝日新聞 風化する災害教訓、どう残すー被災地への関心薄れー 佐藤翔輔
報道
企画協力












352 2016/1/12 新聞（地方） 河北新報 震災の文書や映像共有が大切　東北大でシンポ 災害科学国際研究所 報道














356 2016/1/14 テレビ ＮＨＫ 専門家「過去にも大きな地震 注意を」 遠田晋次
報道
企画協力




358 2016/1/15 新聞（地方） 神戸新聞 津波研究者・保田さん 母校の三木中で講演 保田真理 報道
359 2016/1/15 新聞（地方） 河北新報 ＜紙面センサー＞ 背景探る解説記事望む 久利美和 執筆
360 2016/1/17 テレビ NHK仙台 冬期火山監視カメラ　蔵王山で実験開始 久利美和 資料提供
361 2016/1/18 新聞（地方） 河北新報 防災・減災　東北大災害研／設立理念、いまこそ実現を 災害科学国際研究所 報道
362 2016/1/18 新聞（地方） 河北新報 被災地・南三陸の文化継承を 研究会発足 川島秀一 報道












365 2016/1/20 テレビ ＮＨＫ Ｇ７参加の大使館員が秋保視察 災害科学国際研究所 報道




368 2016/1/21 新聞（地方） 石巻かほく 震災学習の在り方　石巻地方関係者、中越地震被災地を視察 佐藤翔輔
報道
資料提供
369 2016/1/21 テレビ 仙台放送 いのちを守る　新たな災害対策の必要がわかってきました 久利美和 出演
404
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372 2016/1/22 テレビ ＮＨＫ 震災５年　復興計画の見直しを 増田聡 報道
373 2016/1/22 新聞（地方） 河北新報 ＜適少社会＞「住民」増やし記憶残す 小林徹平
報道
企画協力




381 2016/1/23 テレビ テレビ岩手 いわて三陸復興フォーラム２日目「全体会」 今村文彦 報道
382 2016/1/23 テレビ 岩手放送 いわて三陸復興フォーラム 今村文彦 報道
383 2016/1/23 テレビ NHK ”防災に役立つ知識共有を” 今村文彦 報道
384 2016/1/23 テレビ NHK 震災の教訓を防災教育に 佐藤健 報道




386 2016/1/23 新聞（地方） 福島民友 震災遺構を考える　福島高専がフォーラム 川島秀一 報道
387 2016/1/24 新聞（地方） 河北新報 防災教育充実へ　岩沼でフォーラム開催 災害科学国際研究所 報道
388 2016/1/24 新聞（地方） 河北新報 ＜震災５年へ＞岩手の未来と復興考える 今村文彦 報道




390 2016/1/26 新聞（地方） 河北新報 減災の知識深めて　特製ハンカチ寄贈 保田真理 報道
391 2016/1/26 新聞（地方） 岩手日報 同じ方向を見てばらばらに行動する＜漁師の文化が背景に＞ 川島秀一 報道
392 2016/1/26 新聞（地方） 河北新報
カツオ国際的資源管理を 気仙沼でフォーラム 宣言採択 国に要望
へ
川島秀一 報道
393 2016/1/27 新聞（地方） 三陸新報 希少生物を移植 中島海岸復旧検討会 今村文彦 報道
394 2016/1/27 新聞（地方） 石巻かほく 震災学習協働事業体制構築へ 石巻でコンファレンス、課題整理 佐藤翔輔
報道
資料提供
395 2016/1/28 新聞（地方） 河北新報 ＜むすび塾＞南海トラフ地震　避難の課題探る 今村文彦 報道






397 2016/1/28 新聞（地方） 河北新報 未来の災害に備え 学び 伝え 風化防ぐ 今村文彦 報道
398 2016/1/29 テレビ NHK 北海道～関東沖 スロースリップ現象が地震誘発か 内田直希 報道
399 2016/1/29 新聞（全国） 毎日新聞 ゆっくり地震 感じないけれど・・・大地震予測の手掛かりに 内田直希 報道




401 2016/1/29 新聞（全国） 時事通信社 三陸沖の地震を説明する東北大助教 内田直希 報道
402 2016/1/29 新聞（地方） 河北新報 太平洋沖プレート「スロースリップ」に周期性 内田直希 報道
403 2016/1/31 テレビ 仙台放送 親子で減災について学ぶ東北大学の出前授業　約50人参加 保田真理 報道




405 2016/2/1 新聞（地方） 河北新報 ３県被災者 3000人アンケート「震災思い出しつらい」７０％超 富田博秋
報道
資料提供
406 2016/2/2 新聞（その他） 日刊 水産経済新聞 カツオ漁業存続へ「気仙沼宣言」 川島秀一 報道






408 2016/2/3 新聞（地方） 三陸新報 気仙沼で防災講演会 災害科学国際研究所 報道








411 2016/2/4 新聞（全国） 朝日新聞 断層の周期的「ゆっくり滑り」、東日本も　東北大など 内田直希 報道
412 2016/2/5 新聞（全国） 読売新聞 教訓　千年後へ残したい 今村文彦 報道
413 2016/2/6 新聞（全国） 毎日新聞 台湾地震 ビル倒壊、耐震性と地盤に原因も 専門家指摘 遠田晋次
報道
企画協力
414 2016/2/6 テレビ ＮＨＫ 台湾南部で地震 建物倒壊などで５人死亡 遠田晋次
報道
企画協力
415 2016/2/7 ラジオ Date FM 名取市での「東日本大震災における閖上の記憶と慰霊碑」 ボレー セバスチャン 出演
416 2016/2/7 新聞（地方） 三陸新報 地域の歴史学び、減災へ　気仙沼で防災文化講演会 蝦名裕一 報道












420 2016/2/9 新聞（地方） 石巻日日新聞





421 2016/2/10 テレビ テレビュー山形 Nスタやまがた「津波被害想定 死者5千人超 早期避難で大幅減少」 今村文彦 報道




423 2016/2/10 ラジオ NHK仙台 ゴジだっちゃ！　防災研究最前線「人は逃げない」 邑本俊亮 出演
424 2016/2/10 新聞（地方） 石巻日日新聞





425 2016/2/11 新聞（全国） 読売新聞 津波想定 死者最大5250人…県検討委 今村文彦 報道
426 2016/2/11 新聞（全国） 朝日新聞 山形）津波の被害想定、最大5千人超 県検討委が報告 今村文彦 報道
427 2016/2/11 新聞（全国） 毎日新聞 津波被害 最悪死者５２５０人 県が想定案見直し 今村文彦 報道
428 2016/2/11 新聞（地方） 河北新報 ＜日本海津波＞避難タワー設置が有効 今村文彦 報道
429 2016/2/11 新聞（地方） 山形新聞 津波死者、最悪5000人超・県想定　すぐ避難なら被害大幅減 今村文彦 報道




431 2016/2/12 テレビ テレビ岩手 「みんなの防災手帳」使い方講座 今村文彦 報道
432 2016/2/14 新聞（地方） 河北新報 ＜紙面センサー＞ 地域・行政つなぐ記事を 久利美和 執筆
433 2016/2/15 新聞（地方） 石巻日日新聞





434 2016/2/16 新聞（地方） 三陸新報 西伊豆のカツオ文化 漁村を訪ねて72 安良里㊤ 川島秀一 報道
435 2016/2/16 テレビ NHK 復興に関わりたい子どもが減少 桜井愛子 報道
436 2016/2/17 新聞（地方） 三陸新報 漁労文化を後世に 浦島の歴史学ぶ講演会 川島秀一 報道




438 2016/2/17 新聞（その他） 日刊建設工業新聞 大震災５年－これまでとこれから・４ 今村文彦 報道
439 2016/2/17 新聞（地方） 石巻日日新聞





440 2016/2/18 新聞（全国） 読売新聞 日本海沿いで「ゆっくり滑り」 内田直希 報道
441 2016/2/18 新聞（地方） 石巻日日新聞





442 2016/2/18 テレビ NHK教育 学ぼうBOUSAI『地球の声を聞こう「津波はどうして起きる？」』 保田真理 報道
443 2016/2/19 新聞（地方） 三陸新報 西伊豆のカツオ文化-漁村を訪ねて72安良里㊦- 川島秀一 報道
444 2016/2/19 新聞（地方） 石巻日日新聞





445 2016/2/20 新聞（地方） 中國新聞 支援受け入れ計画8％ 南海トラフ被災想定病院 災害科学国際研究所 報道





No. 配信日 配信時刻 配信社 タイトル 掲載教員 分類


















日‘난카이 지진’ 상정 피해복구 계획 병원 ‘8%’ 그쳐 佐々木宏之 報道
466 2016/2/20 新聞（地方） 石巻日日新聞





467 2016/2/21 ラジオ Date FM 社会人類学として災害時「死のマネジメント」から減災へ ボレー セバスチャン 出演




471 2016/2/21 新聞（地方） 河北新報 ＜むすび塾＞今村所長「いのぐ」力育てよう 今村文彦 報道




473 2016/2/21 新聞（地方） 河北新報 ＜むすび塾＞高台避難の課題探る 今村文彦 報道
474 2016/2/22 テレビ NHK 消防団員“退避ルール” 今村文彦 報道
475 2016/2/22 新聞（地方） 河北新報 大津波堆積物で学ぶ　県議会で「震災アーカイブ」 災害科学国際研究所 報道
476 2016/2/22 新聞（全国） 毎日新聞 大震災 津波…先人の教え「碑」あった地区の犠牲者は… 佐藤翔輔
報道
資料提供
478 2016/2/22 新聞（全国） 産経新聞（他36件） 津波碑あると犠牲者少なく 東北大、被災地で裏付け 佐藤翔輔
報道
資料提供
514 2016/2/24 新聞（全国） 時事通信社
SmartEyeglass等のウェアラブルデバイスや震災アーカイブデータ
を活用した被災地観光・防災教育ツアー『AR HOPE TOUR in 
Sendai』開催
災害科学国際研究所 報道
515 2016/2/29 新聞（全国） 毎日新聞 被災地雇用創出事業、企業４分の１超辞退 増田聡 報道
516 2016/3/0 その他 日事連　2016年3月 人口減少時代の復興まちづくりとは 平野勝也 執筆
517 2016/3/1 テレビ ミヤギテレビ 教科書で学べない災害 今村文彦 出演
518 2016/3/2 新聞（その他） 日刊工業新聞 災害対応ロボット 試験フィールド構築　東北大など、実用性評価 田所諭 報道
519 2016/3/2 テレビ NHK 東日本大震災5年 増田聡 報道




521 2016/3/4 新聞（全国） 日経新聞 経済教室 大震災から5年 復興への課題(下） 増田聡 報道




523 2016/3/5 新聞（地方） 河北新報 ＜防災教育＞幼・中・高にも　成長段階全て網羅 今村文彦 報道
524 2016/3/5 テレビ NHK ニュース深読み「震災５年 "命を守る"防災はどこまで進んだ？」 佐藤翔輔 出演
525 2016/3/5 新聞（全国） 読売新聞 渋滞・ゴミ増え 医師不足 新しい住人 交流生む仕掛けを 岩田司 報道




527 2016/3/6 新聞（地方） 河北新報朝刊 減災教育重要性 専門家らが解説 保田真理 出演
528 2016/3/6 テレビ NHK東北 被災体験語り継ぐ朗読会 資料提供











531 2016/3/7 テレビ NHK ５年前の巨大津波 第１波が土砂削り取り被害拡大 今村文彦 報道
532 2016/3/7 テレビ BSニュース 土砂削り取られ津波の速度増す 今村文彦 報道
533 2016/3/7 新聞（全国） 日本経済新聞 巨大な滑り なぜ浅い部分で　震災５年、プレート観測始動 日野亮太 報道










536 2016/3/9 テレビ NHK World Rebuilding shattered lives 富田博秋 出演






538 2016/3/10 テレビ NHK ５年前の巨大地震の余震 この１年間６００回余 遠田晋次 報道
539 2016/3/10 新聞（地方） 中日新聞 遺構は語る 東日本大震災５年―提言 川島秀一 報道
540 2016/3/10 新聞（全国） 読売新聞









542 2016/3/10 ラジオ J-WAVE CUTTING EDGE　東北地方太平洋沖地震の余震活動 遠田晋次 出演
543 2016/3/10 テレビ NHK 津波被害は「土砂の移動」で拡大 今村文彦、山下啓 資料提供
544 2016/3/11 新聞（地方） 河北新報 京都むすび塾　過去の被害知り備える 保田真理 報道




546 2016/3/11 新聞（地方） 河北新報 もっとそばに きっとそばへ 沿岸８ヵ所 集中捜査 佐藤源之 報道
547 2016/3/11 ラジオ NHKラジオ 震災から５年目（午後のマリアージュ） 保田真理 出演
548 2016/3/11 ラジオ ラジオ石巻 3月11日「東日本大震災から５年」 佐藤翔輔 出演
549 2016/3/11 テレビ 東北放送 Nスタみやぎ『3.11震災5年記憶を未来へ伝える力』 災害科学国際研究所 企画協力










552 2016/3/13 新聞（地方） 河北新報 ＜仙台防災フォーラム＞啓発仕組み構築を 今村文彦、保田真理 報道
553 2016/3/13 新聞（地方） 河北新報 ＜仙台防災フォーラム＞防災の未来　経験共有 今村文彦 報道








556 2016/3/13 テレビ NHK NHKスペシャル「原発メルトダウン・危機の88時間」 災害科学国際研究所 企画協力
557 2016/3/13 新聞（地方） 河北新報 ＜むすび塾＞南海トラフ 災害弱者の避難検証 災害科学国際研究所 報道
558 2016/3/13 新聞（地方） 胆江日日新聞 防災・減災 地域ぐるみで 江刺でセミナー 活動事例 参考に方途 佐藤翔輔
報道
資料提供










561 2016/3/14 新聞（全国） 産経新聞 「震災５年」以降の課題は 今村文彦 報道




563 2016/3/15 テレビ 仙台放送 現地を訪ねながら眼鏡型端末を使い、当時の様子を学ぶツアー 柴山明寛 資料提供
564 2016/3/15 新聞（地方） 河北新報 ＜紙面センサー＞ 裏付けある備え　発信を 久利美和 執筆
406
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568 2016/3/16 新聞（地方） 河北新報 ＜震災５年＞被災者アンケート 脱「被災者」意識　住まいで差 災害科学国際研究所
報道
企画協力
569 2016/3/16 新聞（地方） 河北新報 ＜震災５年＞被災者アンケート 震災前水準　まだ戻らず 今村文彦
報道
企画協力
570 2016/3/16 新聞（地方） 河北新報 ＜震災５年＞被災者アンケート 生きる力　借り上げ・持ち家高い 佐藤翔輔
報道
企画協力

















574 2016/3/16 新聞（全国） 毎日新聞





575 2016/3/16 新聞（全国） 朝日新聞 親子で学ぶ減災、東北大出前授業 今村文彦 報道




577 2016/3/16 テレビ NNNニュース 学生開発の減災カードゲームが商品化 久利美和
報道
企画協力
578 2016/3/18 新聞（全国） 日経デジタルヘルス 東北大、薬剤誤投与を防ぐ多段階アラートシステム 中山雅晴 報道








581 2016/3/20 新聞（地方） 福島民報 震災遺構保存方策探る　県立博物館でシンポ 柴山明寛 報道
582 2016/3/21 新聞（全国） 産経新聞 震災５年　大震災後の誘発地震 遠田晋次
報道
企画協力
583 2016/3/21 テレビ 東日本放送 ナマイキテレビ「かたりつぎ実行委員会」 奥村誠 報道














587 2016/3/25 新聞（地方） 三陸新報 干潟のムツゴロウ漁-漁村を訪ねて73肥前鹿島㊤ 川島秀一 報道
588 2016/3/26 新聞（地方） 三陸新報 干潟のムツゴロウ漁-漁村を訪ねて74肥前鹿島㊦ 川島秀一 報道




590 2016/3/29 新聞（地方） 河北新報 被災地発の発信を「仙台枠組」に魂入れて 今村文彦 報道
591 2016/3/29 新聞（地方） 高知新聞 高知出版学術賞に２点　特別賞１点　「安さんのカツオ漁」など 川島秀一 報道
592 2016/3/29 新聞（地方） 岩手日報 津波碑あり-犠牲者少なく　東北大分析 佐藤翔輔 報道
593 2016/3/30 新聞（地方） 三陸新報 「安さんのカツオ漁」で高知県学術出版学術賞受賞 川島秀一 報道
594 2016/3/30 新聞（全国） 読売新聞






























相手先 機関名 相手先 代表者氏名 実施場所（会場・都市/国） 氏名
20150405 20150603 受入 ニューサウスウェールズ大学（オーストラリア） James Goff 東北大学・浜中町沿岸部 後藤・菅原
20150525 20150527 訪問
United Nations Bonn Canmpus/ドイツ航空宇宙センター
（ドイツ）
Joachim Post UN Bonn Office ・Bonn／ドイツ 越村









Prof. Erik A. Johnson (University of 
Southern California)
東北大学・宮城県仙台市 五十子
20150810 20150812 訪問 バンドン工科大学（インドネシア） Mohammad Farid講師 ジャカルタ市/インドネシア 呉




20150825 20150826 訪問 ジョンズ・ホプキンス大学（アメリカ） Seth Guikema准教授
Resources for the Future ・ワシントン
DC/アメリカ
井内






20150902 20150913 訪問 Syiah Kuala大学 Dr. Muzailin Affan
Siyah Kuala University ・バンダア
チェ/インドネシア
ボレー












20150924 20151120 受入 University of Nebraska-Lincoln（アメリカ） Terri Norton 東北大学・宮城県仙台市 村尾
20151015 20151018 受入 東華大学、新竹大学（台湾） Jiun-Yee Yen 東北大学・宮城県仙台市 菅原
20151021 20151026 訪問 JST-JICA-SATREPS, JAPAN-COLOMBIA Project
熊谷 博之
（名古屋大学)
Universidad Nacional de Colombia ・
ボゴタ/コロンビア
マス




20151022 20151023 訪問 コロンビア海洋研究機構（コロンビア） Ing. Milton Puentes G.
コロンビア海洋研究機構
(DIMAR)・ボゴタ/コロンビア 村尾




20151024 20151025 訪問 コロンビア海洋研究機構（コロンビア） Teniente César Grisales カルタヘナ市内/コロンビア 村尾
20151026 20151031 訪問 JST-JICA-SATREPS, JAPAN-CHILE Project 富田孝史 (港湾空港技術研究所) CIGIDEN ・サンチアゴ/チリ マス
20151101 20151106 訪問 JST-JICA-SATREPS, JAPAN-MEXICO Project
伊藤喜宏
（京都大学)
Union Geofisica de Mexico ・Puerto 
Vallarta/メキシコ
マス




20151218 20151229 訪問 Syiah Kuala大学 Dr. Muzailin Affan
Siyah Kuala University ・バンダア
チェ/インドネシア
ボレー









20160208 20160331 受入 University Colledge London (イギリス） Zoe Mildon 東北大学・宮城県仙台市 遠田
20160219 20160226 訪問 Syiah Kuala大学 Dr. Muzailin Affan
Siyah Kuala University ・バンダア
チェ/インドネシア
ボレー









相手先 機関名 相手先 代表者氏名 会場 氏名




20150410 20150410 訪問 国際地震工学研修コース 坂本雄三　（建築研究所理事長） 建築研究所・茨城県つくば市 マス
20150416 20150416 訪問 J-RAPID, JST Project, Typhoon Haiyan 村上 隆志　(JST) DOST/JST ・マニラ/フィリピン マス
20150417 20150417 受入 ミュンヘン大学 トーマス・シュルツ教授 東北大学・宮城県仙台市 富田
20150420 20140422 訪問 PTWC Hawaii (NOAA) USA Laura Kong PTWC ・Hawaii/アメリカ 保田
20150424 20150424 訪問 University of Southern California Maria Todorovska




ASEAN Coodinating Center for Humanitarian Assistance（イン
ドネシア）、ASEAN諸国防災担当者
Janggam Adhityawarma（AHA Center 
Senior Disaster Monitoring and analysis 
officer)
東北大学・宮城県仙台市 小野・マリ
20150516 20150516 訪問 NTU 台湾国立大学（台湾） Shumei Huang 　助教(台湾国立大学) 台湾国立大学・台北/台湾 マリ




20150521 20150521 訪問 Korea University Dr. Seungho Lee Korea University ・ソウル/韓国 桜井
20150622 20150622 受入 ハワイ大学 (East West Center) Meril Fujikiコーディネーター 東北大学・宮城県仙台市 井内・マリ


















AECOM株式会社、Resources for the Future
Seth Guikema准教授
Resources for the Future ・ワシントン
DC/アメリカ
ブリッカー
20150829 220150904 訪問 Geographical Institute（ハンガリー） David Karacsonyi
Eotvos Lorand University ・ブダペスト
/ハンガリー
村尾
20150830 20150909 訪問 INSA-Lyon(フランス), ECL(フランス) Prof. Alain Fave(INSA-Lyon) INSA-Lyon, ECL ・リヨン市/フランス 杉安
20150923 20150927 訪問 Harvard大学 Prof. Andrew Gordon Harvard大学・Cambridge/アメリカ ボレー
20151004 20151006 訪問 Global Risk Forum（スイス） Walter J. Ammann
Davos Congress Center ・ダボス/スイ
ス
村尾
20151004 20151008 訪問 Davos Congress Center（スイス） One Health Summit
Davos Congress Center ・ダボス/スイ
ス
ホルロ












20151022 20151023 訪問 UCL Peter Sammonds 大和基金会議室・ロンドン/英国 保田
20151022 20151027 訪問
イタリア国立保存修復高等研究所（Istituto Superiore per 




20151027 20151029 訪問 公共事業省（チリ） SATREPSチリプロジェクト関係者 公共事業省・サンチアゴ/チリ 越村




20151110 20151110 訪問 Deprtment of Education, Philippine Mr. Reynaldo Antonio D. Laguda DepED ・パッシグ/フィリピン 桜井
20151110 20151110 訪問 Universidad Catolica de la Santisima Concepcion (UCSC) Rafael Aranguiz (UCSC) UCSC ・Concepcion/チリ マス
20151111 20151111 受入 国立研究開発法人建築研究所　国際地震工学センター 犬飼　端郎 東北大学・宮城県仙台市 源栄
20151116 20151118 訪問 UNESCO-政府間海洋学委員会 (IOC) Bernardo Aliaga アモイ市ホテル・アモイ市/中国 サッパシー
20151118 20151127 受入 モンゴル科学技術大学（MUST) Tsamba　Troggerel 東北大学・宮城県仙台市 源栄
20151125 20151127 受入 Norwegian University of Science and Technology Edvard I. Moser 東北大学・宮城県仙台市 富田
20151127 20151128 訪問
Ulsan National Institute of Science and Technology（UNIST:
蔚山科学技術大学校）
Dong Keun Yoon准教授
 Korea International Exhibition 
Center (KINTEX) ・Gyeongg/韓国
井内




20160110 20160122 受入 Syiah Kuala University（インドネシア） Muzailin Afan先生 東北大学・宮城県仙台市 柴山
20160110 20160122 受入 アチェ津波博物館（インドネシア） トミー・ムリア・ハサン館長 東北大学・宮城県仙台市 柴山




20160120 20160123 受入 Aceh Tsunami Museum Mr. Tomy Mulia Hassan 岩沼市民会館・宮城県岩沼市 佐藤(健)・桜井
20160209 20160210 受入 Angeles大学（フィリピン） Carmela Dizon公衆衛生大学院研究科長 東北大学・宮城県仙台市 江川




20160209 20160210 受入 トリブバン大学（ネパール） Saroj Ojha教授 東北大学・宮城県仙台市 江川・富田
20160209 20160210 受入 ネパール政府 Khem Karki学術協議会長官 東北大学・宮城県仙台市 江川
20160224 20160226 訪問 Cantaberry University Dr. Paul Miller
Air Force Museum ・クライストチャー
チ/ニュージーランド
桜井
20160225 2016026 訪問 Asian Disaster Reduction Center（ADRC） Masanori Hamada
Duangjitt Resort & Spa ・プーケット/タ
イ
村尾




20160309 20160309 訪問 大連交通大学 張坤 大連交通大学・大連/中国 王
20160314 20160319 受入 University College London David Alexander教授 東北大学・宮城県仙台市 サッパシー
20160316 20160316 受入 米国メリーランド大学 東北大学・宮城県仙台市 久利
20160317 20160317 受入 University College London 東北大学・宮城県仙台市 富田
20160324 20160324 受入 米国ホーレスマン高校 東北大学・宮城県仙台市 久利








相手先 機関名 相手先 代表者氏名 会場 氏名















相手先 機関名 相手先 代表者氏名 実施場所（会場・都市/国） 氏名
20150423 20150423 訪問 University of South California Maria Todorovska
University of South California ・ロサ
ンゼルス市/アメリカ
王
20150423 20150423 訪問 California Institute of Technology Tom Heaton
California Institute of Technology ・
パサデナ市/アメリカ
王





UNISDR Asia Science, Technology and Academia Advisory 
Group (ASTAAG)
Beijing Normal University ・北京/中
国
泉
20150530 20150530 受入 Obelin Collage（米国） Ann Sherif教授（同左） 東北大学・宮城県仙台市 佐藤(大)
20150603 20150305 訪問 UNISDR Asia Partnership (IAP) バンコク/タイ 泉
20150604 20150604 受入 英王立国防大学/英国大使館





20150609 20150612 訪問 Kobe University 近藤民代准教授（神戸大学） New York /アメリカ マリ
20150628 20150630 訪問 APRU 大坂大学・大阪府吹田市 泉
20150701 20150701 受入 Massachusetts Institute of Technology（アメリカ） Miho Mazereeuw 東北大学・宮城県仙台市 村尾





20150721 20150724 受入 APRU Summer School 泉准教授 東北大学・宮城県仙台市 マリ
20150722 20150722 受入 Drexel University（アメリカ） Scott Gabriel Knowles 東北大学・宮城県仙台市 村尾
20150723 20150730 訪問
チトワン メディカル  センター、JICAネパール事務局、日本大
使館、ネパール保健省、トリブバン大学、ＵＮＤＰネパール事
務局（ネパール）
Basu Dev Pandey チトワン、カトマンズ/ネパール ホルロ
20150726 20150726 受入 Drexsel University Scott Knowlds准教授（同左） 東北大学・宮城県仙台市 佐藤(大)
20150825 20150825 受入 Drexel University, USA Scott Gabriel Knowles 東北大学・宮城県仙台市 久利
20150828 20150828 受入 Princess Chulabhorn's College Satun校 東北大学・宮城県仙台市 サッパシー




20150902 20150904 訪問 APRU
University of Auckland ・オークランド
/ニュージーランド
泉








20151023 20151023 訪問 Sapienza大学（イタリア） Prof. Claudia Mattogno Sapienza大学・ローマ市/イタリア 平野
20151027 20151027 訪問 Wagner College (アメリカ） Alexa Deitrich 准教授 Wagner Collge ・ニューヨーク/アメリカ 井内・マリ
20151028 20151028 訪問 プラット大学(Pratt Center for Community Development)
Kristen Chen, プロジェクトマネー
ジャー
Pratt Center ・ニューヨーク/アメリカ 井内・マリ
20151028 20151028 訪問 Superstorm Sandy Research Lab Liz　Koslov、　研究員
NYU, Institute for Public Knowledge 
・ニューヨーク/アメリカ
井内・マリ
20151029 20151031 訪問 Florida International University (FIU) Amy Aiken FIU ・マイアミ/アメリカ 泉
20151031 20151031 訪問 National Society for Earthquake Technology（ネパール） Shiva B. Pradhanang




20151109 20151109 訪問 国立釜慶大学校 Jae-Ho Oh教授　(国立釜慶大学校) 国立釜慶大学校・釜山市/韓国 イ





The National Science and Technology Center for Disaster 
Reduction (台湾）
Wei-Sen Lee
The National Science and Technology 
Center for Disaster Reduction ・台北/
台湾
越村
20151117 20151119 訪問 UNISDR Asia Partnership (IAP) Delhi/インド 泉




20151204 20151210 訪問 Loo Niva Child Concern Dr. Nabin Dangol Loo Niva ・カトマンズ/ネパール 桜井




20151210 20151210 訪問 APRU Secretariat
National University of Singapore ・シ
ンガポール
泉












20160129 20160129 訪問 Eastern Visayas State University












20160221 20160227 受入 ウダヤナ大学 イ・マデ・ブティアナ 東北大学・宮城県仙台市 松本
20160301 20160301 受入
Montana University (USA)
the Tokyo-Tohoku & Montana Trade & Culture Delegation
Jim Geringer(esri, Director) 東北大学災害科学国際研究所・宮
城県仙台市
小野・中鉢
20160308 20160309 受入 Harvard Graduate School of Design（アメリカ） Arthur Leung 東北大学・宮城県仙台市 村尾
20160314 20160316 訪問
UK Biobank, Tim Peakman
（UK Biobank)













Berkeley CERT　Community Emergency Response Team　
（Program Manager)
Mr. Khin Chen







相手先 機関名 相手先 代表者氏名 実施場所（会場・都市/国） 氏名
20160328 20160328 訪問
California Governor's Office of Emergency Services（Tsunami 
Program Lead Eartthquake and Tsunami Program）
Dr. Kevin Miller
San Francisco City Emergency Office 
・サンフランシスコ市/アメリカ
佐藤(健)・桜井
20160328 20160328 訪問 California Geological Survey Dr. Rick Wilson
San Francisco City Emergency Office 
・サンフランシスコ市/アメリカ
佐藤(健)・桜井
20160329 20160329 訪問 南開大学（中国） 王玉玲 東北大学・宮城県仙台市 天野





相手先 機関名 相手先 代表者氏名 会場 氏名
20150525 20150619 受入 メリーランド芸術大学 Katie O'Meara教授 東北大学・宮城県仙台市 ブリッカー
20150628 20150718 受入 Yonsei University Tong-Seok Han 東北大学・宮城県仙台市 寺田
20150709 20150724 受入 ミシガン大学（アメリカ） Seth Guikema准教授 東北大学・宮城県仙台市 ブリッカー
20151015 20151020 訪問 エクアドル海洋学研究所（エクアドル） Patricia Arreaga
エクアドル海洋学研究所・
Guayaquil/エクアドル 越村









Yogeshwar Parajuli局長, Padma Kumar 
Mainalee局長





相手先 機関名 相手先 代表者氏名 会場 氏名
20150614 20150702 訪問 GNS（ニュージーランド） Stuart Henrys
GNS Science ・Lawer Hutt市/ニュー
ジーランド
木戸





Khagaraj Adhikari大臣, Basu Pandey医師 カトマンズおよび近郊/ネパール 江川
20150816 20150819 訪問 集集鎮（台湾） 集集鎮 集集鎮/台湾 村尾













Mr. Soe Aung(Steering Committee on 






Tsunami Disaster Mitigation Research Center, Syiah Kuala 
University
Dr .Khairul Munadi TDMRC ・バンダアチェ/インドネシア 桜井
20151001 20151001 受入 The University of British Columbia（アメリカ） Stephanie Chang 東北大学・宮城県仙台市 村尾









20160110 20160115 受入 Kings College London（イギリス）






20160114 20160116 受入 キングスカレッジロンドン（英国） Amy Donovan 蔵王火山周辺 久利
20160125 20160129 訪問
Tacloban City Department of Education, Regional Office No. 
VIII Eastern Visayas
Carnemelino P. Bernadas, OIC Assistant 
Schools Division Supertendent




















20160220 20160224 訪問 NCREE，国立成功大学（台湾） 杜怡萱准教授(成功大学) 台南市/台湾 大野
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